
番号 都道府県 作成主体名
(地方公共団体名)

地域再生計画の名称 地域再生計画の区域の範囲 地域再生計画の概要

1 北海道 北海道 北海道未来人財応援プロジェクト 北海道の全域

北海道は全国を上回るスピードで人口減少が進行して
いるが、一方で外国人観光客の増加や道産食品の輸
出拡大など、急速にグローバル化が進展している。こう
した変化に柔軟に対応し、北海道の未来を担っていく
人材の育成が極めて重要である。このため、学生の海
外留学をはじめ、スポーツ指導者、若手芸術家、食や
ものづくりの職人などの分野において、意欲と能力の
ある若者の海外チャレンジを支援することで、将来の
北海道に貢献する人材の育成を図り、支援した若者の
道内での活動や道内定着を促進することにより北海道
創生を推進していく。

2 北海道 室蘭市
フェリーでつながる宮古地域との交流促進事
業

室蘭市の全域

平成３０年６月を予定とし、室蘭港と岩手県宮古港を結
ぶフェリー航路開設が決定されたことから、就航と同時
に効果を最大限享受し、持続・発展させていくために
は、航路ＰＲによる取扱貨物の増加や企業間の新たな
取引・事業展開による「もの」の流れをつくり、また観光
資源の情報発信や市民間の交流事業により「ひと」の
流れをつくる必要がある。本計画は、開港前後におい
て、官民連携し交流促進の礎を築くことを目的とし、本
航路が安定・継続的なものとなるよう相互交流の促進
を図る。

3 北海道 夕張市 夕張の未来をつくるプロジェクト 夕張市の全域

　今後の人口減少に対応していくには、自然減少対策
とともに社会減少対策も行っていく必要があるが、財政
再生団体である夕張市においては、今まで十分な子育
て環境整備に対する施策が実施されてこなかったた
め、社会減少が進む結果となった。
　人口の流出を食い止めて地域の活力を取り戻すた
め、子育て世代が安心して子育てを行える環境の整備
と経済的支援を行う。
　また、定住した子育て世代や若者が市内で起業・就
業・地域活動をする場合の後方支援を同時に行う。

4 北海道 夕張市 攻めの農林業！～夕張百年の計～ 夕張市の全域

夕張市の優位性を活かした取組により、雇用機会創出
や地域経済活性化を図り、地域の持続的な発展を進
める。
夕張農業において、基幹作物である夕張メロンの生産
基盤の安定化対策を実施することにより生食用メロン
の魅力向上を図り、さらに、加工品との相乗効果でブラ
ンド力の向上を目指しながら地域雇用を維持する。
漢方薬原料としての利用が見込まれる薬木のキハダと
ホオノキを夕張メロンに次ぐ新たな地域産業資源として
位置づけ、日本一の薬木生産地を目指すことにより、
森林資源のフル活用を進め、地域経済を活性化する。

5 北海道 北海道上川郡東川町 地方創生人材育成サイクル構築プロジェクト 北海道上川郡東川町の全域

外国人の消費ニーズや地域に蓄積された外国との交
流ネットワーク、地域特有の生活と労働が一体となった
ゆとりあるライフスタイルを活かし、東川町で育つ子ど
もたちの海外派遣や国際交流の推進、学習環境の整
備等を通じて、国際感覚やデザイン等に関する洗練さ
れたセンスを身につけるとともに、起業化と移住支援に
より、一度地域を離れ経験を積んだ者が地域回帰する
サイクルを構築することにより、人口の維持・減少緩和
に資することを目的に実施する。

6 北海道 北海道勇払郡厚真町 あつまグリーン・ツーリズム推進プロジェクト 北海道勇払郡厚真町の全域

当町の魅力である田園風景、道内有数のサーフィンス
ポットなどの多様な自然を活かしたグリーンツーリズム
の取組を推進する。
具体的には、ハスカップ狩り等の観光コンテンツの拡
充のほか、ファームレストランの整備に向けた経営支
援、農畜産物直売所などの農業体験機能の整備を行
う。併せて、当町の宿泊施設の大改修を行うなど宿泊
滞在機能の強化も行う。
ソフト・ハード両面からグリーン・ツーリズムの取組を推
進することによって、当町における観光資源の底上げ
を図る。

7 北海道 北海道河東郡音更町 サッカー場整備による交流促進のまちづくり 北海道河東郡音更町の全域

本町の人口は、２０１０年１２月をピークに減少傾向に
あり、この傾向は今後も続くと予想される。そこで、人
口減少を補うために、全面人工芝のサッカー場を整備
し、全国大会や全道大会の誘致、町内の宿泊施設と
連携した合宿の誘致等を行うことによって、様々な地
域から町内へ人を呼び込むことで交流人口を拡大し、
域内経済の循環を高め、地域経済を活性化させる。

第42回認定　地域再生計画の概要

新規計画　１７３件

別紙
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8 北海道 北海道広尾郡広尾町
子ども農山漁村交流から始める「まち・ひとづ
くり」

北海道広尾郡広尾町の全域

東京の小学生を対象とした漁村ホームステイを実施す
ることで、民泊でのふれあいや漁業体験を通して子ど
もたちの力強い成長をサポートし、都市部との交流に
より産業振興や地域活性化、交流人口や将来的な移
住・定住の増加を図る。生きていくために欠かせない
「命の糧」をたくましく生産する農山漁村の価値を都市
部へ発信し、相互に交流することが、持続可能な地域
を築き上げるために重要であり、この取組を本町が戦
略的に行っていく。

9 青森県 青森県
世界遺産「白神山地」保全と活用推進プロジェ
クト

青森県の全域

　世界遺産「白神山地」を次世代に良好な状態で引き
継いでいくためには、しっかりした保全活動と地域の持
続的発展を両立させていくことが不可欠である。この計
画では、白神山地の認知度及び魅力向上により、観光
入込客数の増加と地域の活性化を図るとともに、白神
山地を次世代につなぐ人財育成を目指すものである。

10 青森県 青森県 あおもり短角牛再生緊急プロジェクト 青森県の全域

希少な和牛であるあおもり短角牛について、本県が有
する生産技術や地域資源を活用した繁殖雌牛の増頭
と低コスト生産に取り組むことにより、多様化する消費
者ニーズに対応した畜産物の生産や生産者の所得向
上を図り、本県の魅力あふれるしごとづくりにつなげて
いく。

11 青森県 青森県
十和田・奥入瀬・八甲田魅力「深」発見プロ
ジェクト

青森県の全域

　この計画では、十和田八幡平国立公園の中核である
十和田湖・奥入瀬渓流地区を中心として、かつての賑
わいを取り戻すため、近年の旅行形態の動向を踏まえ
ながら、十和田八甲田地域の本来の魅力を深く掘り下
げ、新たな観光資源として磨き上げることで、誘客促進
と地域の活性化を図り、当該地域における自然を生か
した観光産業の再構築・再生を目指すものである。

12 青森県 青森県 あおもりＵＩＪターン雇用支援プロジェクト 青森県の全域

　この計画は、県外在住の大学生や転職希望者等が、
就職活動のために青森県を訪れる場合や、県出身土
木系学生が県又は県内建設系企業のインターンシップ
に参加する場合にかかる交通費を助成することで、県
内企業訪問等をしやすい仕組みを構築し、県内企業の
認知度向上と県外大学生等をはじめとする若者の県
内定着の促進を図り、県内産業の担い手の確保につ
なげるものである。

13 青森県 青森県
ＡＯＭＯＲＩのお宝コンテンツ魅力発信プロジェ
クト

青森県の全域

　県民共有の財産である郷土の歴史について、誰もが
興味を持てるきっかけづくりをし、利活用しやすい環境
を整備するほか、大石武学流庭園をはじめとした本県
の文化財を活用した地域の魅力発信活動を通じて、郷
土愛の醸成を図ることにより、若者の地元定着促進
や、青森の魅力を発信できる人財を育成し、ひいては
青森ならではの歴史・文化を題材とした観光の振興に
つなげていく。

14 青森県
青森県及び青森県三戸郡
新郷村

活力ある豊かな村づくりを支えるキリスト街道
周遊計画

青森県三戸郡新郷村の全域

　新郷村は少子高齢化の進行や農林畜産業の担い手
不足が懸念され、さらに、手入れ不足の森林が増加
し、森林の保全や林業、木材産業の振興に影響を与え
ている。また、国道454号と村道とのネットワークが不
十分なため、地域観光資源の有効活用や地域住民の
生活向上や利便性などにも影響を与えている。よって、
村道及び林道を一体的に整備し、村内の道ネットワー
クを構築することで、産業振興や観光振興、それらを土
台にした定住促進を図ることにより、誰もが安心して暮
らすことができる活力ある豊かな村づくりの推進を目指
す。
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15 岩手県 岩手県
外国人と共生する国際研究交流拠点形成の
ための受入環境整備推進事業

岩手県の全域

　県内の医療、教育、国際交流、まちづくりなどさまざ
まな関係機関が連携して、外国人と日本人の壁を取り
払い、「住みよい」から「住みたい」と思えるような受入
環境を整備し、外国人研究者やその家族の受入を促
進することにより、国際研究交流拠点として外国人人
口が増加するだけでなく、教育環境や医療環境、観光
地のインバウンド対応など県全体で外国人の受け入れ
を積極的に進め、県内全域の経済波及効果を生み出
し、地域活性化を図る。

16 岩手県 宮古市
フェリーでつながる宮古・室蘭地域交流促進
事業

宮古市の全域

平成３０年６月に岩手県として初の宮古市・室蘭市間
のフェリー航路開設が予定されており、物流促進、観
光振興、市民交流など北海道・東北間の経済活性化
や交流促進に大きな効果が期待される。
フェリー就航後の航路活用を促進するため、フェリー利
用者の増加を目的とし市民交流等の取り組みを行う。

17 岩手県 久慈市 山根地区コミュニティ活動拠点形成促進計画 久慈市の区域の一部（山根地区）

旧山根小中学校施設に山根支所・公民館機能を移転
し、市民センターとして供用することで、社会教育活動
はもとより、ふるさと未来づくり事業等を通じて地域主
体の地域づくり活動を促進し、地域コミュニティ活動の
拠点形成を図る。

18 宮城県
宮城県及び宮城県亘理郡
亘理町

海と里と山をつなぐ、また来る・ずっと住む亘
理整備計画

宮城県亘理郡亘理町の全域

　本町の人口減少対策として、公共ゾーンを新市街地
の中心として、町の魅力を十分に活かしたコンパクトで
住みよい町に整備するため、道路網のアクセス向上に
より、新しい人の流れをつくり、交流・定住促進事業を
積極的に推進する必要がある。
　観光面での海エリアと山エリアの結びつきの強化を
図り、町内外に誇れる町の魅力を高めるため施設の充
実や情報発信に取り組むことで、利便性の高い交通
ネットワークを構築し、観光資源を周遊することにより、
観光交流の活性化を図るとともに人口減少の抑制を目
的とする。

19 宮城県 宮城県亘理郡山元町
人が人を呼び、人を育てるにぎわいまちづくり
プロジェクト

宮城県亘理郡山元町の全域

本町に一定期間滞在してもらい、本町での生活体験や
地域住民等との交流を通して、本町への理解を深める
「お試し移住体験」を実施することで、新たな人との繋
がりを創出するとともに、これまで、本町に関わりの
あった首都圏在住者等と地域住民等との交流の場の
創出や本町を起点に活動する団体が実施する、人材
育成を目的としたまなびの場の開催支援等、本町に定
期的に通い続ける団体、個人等の関係人口を増加さ
せ、定住促進事業との相乗効果により、移住・定住人
口を増やし、人が人を呼び、人を育てるにぎわいのあ
るまちづくりを目指す。

20 秋田県 秋田県
企業と学生の医工連携人材育成を通じた地
域産業の競争力強化を実現するプロジェクト

秋田県の全域

県内企業に医療福祉関連産業に係る知識等を習得す
る機会を提供し、企業のレベルアップを図ると共に、学
生に対して、医工連携に取り組む企業をＰＲし、学生の
県内定着を促進することにより、県内製造業の付加価
値生産性の向上に寄与することを目的とする。

21 秋田県 秋田県
楽しく運動健康づくり事業～健康寿命日本一
を目指して～

秋田県の全域

職場の健診等で血糖値が経過観察となっている方に
対し将来糖尿病に進行することを防ぐため、秋田県健
康増進交流センターで専門スタッフの指導のもと宿泊
型の運動・栄養指導を実施する。取組にあたっては企
業等に対しても働きかけ、企業が健康管理を経営的視
点から考える「健康経営」を普及させていく。経済産業
省が推進する「健康経営銘柄」に選定されている企業
はリクルート市場で学生から良い反応を得ており、秋
田県でも本事業を通じて健康経営を進めることにより、
県内企業のイメージアップによる県内就職率の向上を
図る。
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22 秋田県 秋田市 生涯活躍のひとづくり推進プロジェクト 秋田市の全域

健康・長寿社会の実現により都市の魅力を高め、移
住・定住の促進を図るため、市中心市街地において健
康づくり事業に取り組む。また、当該事業を、本市での
ライフスタイルをイメージしてもらうために実施する移住
相談ツアーの体験メニューに加え、秋田市暮らしの魅
力の魅力の一つとしてＰＲするなど、移住促進事業を
効果的に展開し、人口減少に歯止めをかける。

23 秋田県 大仙市 野球を通じた交流人口拡大プロジェクト 大仙市の全域

本市の神岡地域は秋田県における少年野球発祥の地
として知られ、市内全域で年齢を問わず野球が盛んで
ある。本市で開催されている「全県500歳野球大会」
は、出場選手９人の合計年齢が500歳以上であるなど
のユニークな特別ルールのもと、平成28年度で第38回
を数え、市内外から180チーム以上、4,700人を超える
選手が参加する大会となっている。この大会を全国規
模のイベントとして開催し、定着を図るとともに、開催地
周辺の観光や物産を融合させ、市の人口が減少する
中にあって、スポーツを通じた交流人口の拡大を目指
す。

24 山形県 山形県 雪の魅力を最大限に活用したしごとづくり 山形県の全域
雪を魅力ある貴重な地域資源と捉え、利活用を拡大
し、冬の交流人口拡大、雪を活かした地域産業の振興
によりしごとづくりを目指すもの

25 山形県 山形県 都市公園を活用した交流人口の拡大 山形県の全域

山形県が管理する都市公園の利便性や魅力を高める
とともに子育ての情報交換や連携の場を提供し、関連
イベントと連携しながら、県内外を問わず広域的に幅
広い世代における公園の利用を促進することで交流人
口の拡大を図るもの。

26 福島県 福島県 只見線活用による奥会津振興事業
福島県河沼郡柳津町並びに大沼郡三島町、昭和
村及び金山町並びに南会津郡只見町、檜枝岐村
及び南会津町の全域

平成２３年７月の豪雨災害以来、一部区間が不通と
なっているＪＲ只見線の復旧が現実味を帯びてきてい
る。この機運を逃さず、地元の悲願である全線開通を
見据えた、今までにない只見線利活用に取り組み、こ
れを起爆剤として奥会津地方の人口減少対策、地方
創生につなげる。

27 福島県 いわき市
いわき市未来につなぐ人財応援事業（奨学金
返還支援事業）

いわき市の全域

本事業は、奨学金返還に係る若者の負担軽減を図り、
本市の未来を担う若者の定着を図るため、本市内の事
業所への就職者を対象として奨学金返還支援を行うも
のである。
　事業の実施にあたっては、新たに「いわき市未来に
つなぐ人財応援奨学金基金」を設置し、積立てを行うと
ともに、経済界にも出捐を呼掛け、地域全体で若者を
還流する仕組みをつくるものである。
本事業の実施により、市外からの人財還流が活性化さ
れ、市内企業における人材確保にもつながり、地域産
業の強化を促進するものである。
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28 福島県 いわき市 いわきツーリズム魅力発信事業 いわき市の全域

　本事業は、本市の観光地としての魅力を再生するた
め、より多くの方々に本市を訪れてもらい、本市の観光
地としての認知度を高めるとともに、イメージ向上を図
り、新たな人の流れをつくることを目的とし、本市周遊
のモニターツアーを実施するものである。
　また、併せて、本市の観光交通課題に対応するた
め、本市観光のハイシーズンである夏季に、観光周遊
バスを運用するものであります。
　当該事業の実施により、観光客数が増加するととも
に域内の移動が活性化され、市内観光事業者の収益
力を高めるものである。

29 福島県 喜多方市
ものづくり企業等経営基盤強化支援プロジェ
クト

喜多方市の全域

市内の中小企業が行う新製品・新技術の開発、受注
拡大・販路開拓、人材育成の取組を支援するとともに、
ムダの無い経営や生産を行うための手法（リーン生産
方式等）を導入する企業を支援することにより、ものづ
くり企業等の経営基盤を強化し、雇用の拡大と従業員
の所得向上による地域産業経済の活性化を図る。

30 福島県 相馬市 相馬市子育て・教育環境充実プロジェクト 相馬市の全域

市全体として、音楽を活用した魅力あるまちづくりを行
うとともに、音楽を中心とした子どもの教育環境を充実
させ、出産支援、乳幼児支援の事業と組み合わせ、子
育て環境を充実させていくことで、子どもの産み育てや
すい相馬市を目指す。また、新たな人の流れをつくり、
交流人口の増加による若年層を中心とした移住・定住
を促進させることで、少子化対策を図る。もって、社会
増減の増加を維持しながら、自然増減の減少に歯止
めをかけることを目標とする。

31 茨城県 水戸市
伝承の味「水戸のわら納豆」を未来へつなぐプ
ロジェクト

水戸市の全域

本市の名産品である「わら納豆」の生産に必要不可欠
な稲わら生産農家及びわら苞加工業者の減少等によ
り，稲わら生産量が需要に追い付かず，わら納豆の値
上げを余儀なくされており，納豆産業の衰退にもつな
がる事態となっている。水戸市は安定的かつ持続的な
わら納豆の生産・販売に向け，納豆商工業協同組合及
び稲わら生産に協力する生産組合，わら苞加工に意
欲的な障害者団体と協議会を設立し，後継者育成等
に資する各種研修会の開催をはじめ，稲わら・わら苞
加工に必要な機械・設備の導入を支援する。

32 茨城県 高萩市 高萩創生奨学金返還支援事業 高萩市の全域

大学等進学や就職のため市外へ転出した大学生等
が、就職等のため本市にＵターンした場合、奨学金の
返還を支援することで返還の負担軽減を図り、本市へ
のＵターンを推進する。

33 栃木県 宇都宮市 宇都宮市清らかな水環境再生計画 宇都宮市の全域

　本計画は、今後10年程度での汚水処理施設の整備
完了を目指すため、公共下水道の整備推進や合併処
理浄化槽の整備推進などの取組の重点化を図ること
で、住環境の提供を推進し、移住促進や定住人口の
確保に繋げるとともに、浄化槽汚泥等を効率的に処理
する取組の推進として、人口減少社会の進行など、社
会環境の変化やし尿・浄化槽汚泥等の量と質の変化、
施設の老朽化に対応するため、水再生センターで公共
下水道との一体処理の推進に取組むことで、処理費用
のコスト削減などを図るもの。
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34 栃木県 鹿沼市 「地域の夢」実現プロジェクト 鹿沼市の全域

移住定住の推進には、現在実施している雇用対策に
加え、若者がUターンしたいと思えるような魅力ある「ふ
るさと」をつくる必要があることから、「地域の夢実現事
業」を実施し、活力があり、生涯安心して暮らせる「ふ
るさと」を築く。

35 栃木県 栃木県芳賀郡益子町
滞在型観光地づくりを目指して～皇室ゆかり
の歴史的建築物（仮称）平成館改修事業～

栃木県芳賀郡益子町の全域

益子町では、地方版総合戦略であり総合計画でもある
「新ましこ未来計画」の基本目標「風土に根ざした産業
をつくる」を達成するプロジェクトとして、「観光の基幹
産業化」に取り組むこととしている。
（仮称）平成館を整備し、当該地域における観光資源を
活かして滞在型観光を牽引する人材や経営者を育成
することで、観光入込客数及び宿泊者数を増加させ
て、地域経済の活性化につなげるとともに、観光関連
産業の成長による雇用の創出や、定住人口の増加に
も波及を図ることで地域の再生を目指すものである。

36 群馬県 群馬県 「ぐんまの絹」再興プロジェクト 群馬県の全域

「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録を契機
として、本県の持つ価値の伝承、関連施設への誘客を
進めるとともに、絹への関心が高まっている気運を生
かし、蚕糸業を再興することにより、経済的波及効果を
創出し、地域の活性化となることを通じて、短期的には
世界遺産関連施設及び碓氷製糸工場への来訪者数
の増加、絹製品売上高の増加によって地域の交流人
口の増加と活性化を図り、長期的には世界遺産関連
施設と蚕糸業を含めた「ぐんまの絹」の価値を確立す
ることにより、群馬県の未来創生につなげることを目的
とする。

37 群馬県 群馬県
群馬交響楽団による魅力向上プロジェクト～
音楽を通じた人の交流創出計画～

群馬県の全域

県民が育ててきた音楽文化の象徴である「群馬交響楽
団」を活かし、本県の文化力を発信することで、県外か
ら県内への交流人口の増加を図るとともに、「群馬で
暮らし始めたくなる」情報を発信することで、本県の未
来創生につなげることを目的とする。

38 群馬県 群馬県
豊かなぐんまの環境を未来につなぐプロジェク
ト

群馬県の全域

本県の豊かな自然の代表として尾瀬の保全と適切な
利活用に関する取組を推進することで、群馬県の魅力
を象徴する形で国内外に広く発信する。また、自然を
活用した体験型・参加型の環境学習を推進することに
より、群馬県の未来を担う子どもたちの地域への誇りと
愛着を醸成することに加えて、尾瀬周辺に暮らす地域
住民はもとより、そこを訪れる県内外の人たちの多く
が、豊かな自然とその恵みを享受することで豊かさを
実感し、保全活動の理解者となることを目指している。

39 群馬県 群馬県館林市
世界に誇る「つつじ」の名園を中心とした交流
人口拡大事業

群馬県館林市内

本市では、「つつじを愛し保護する条例」を平成29年1
月に施行し、つつじを愛し保護する施策を永続的に推
進していくことを表明した。同公園の入園者数を増加さ
せ、つつじの保護育成を継続していくとともに、公園全
体の魅力を高めていくために、情報の発信を強化し、
つつじの開花時期以外にも交流人口が増大するよう公
園の整備を進め、地域経済を活性化させていくことを
目標とする。
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40 群馬県 富岡市
世界遺産にふさわしいまち　とみおか　～人・
自然・文化共存計画～

富岡市の全域

　安定した社会を構築するには、それを支える担い手
を長期にわたり確保することが重要である。そのため、
教育、防災、医療、地域コミュニティ、移住・定住などの
総合的な取り組みや、市民が「世界遺産・富岡製糸場」
をはじめとする本市が保有するさまざまな価値を理解
して、「いつまでも暮らしたい・住み続けたい」と誰もが
思うような「まちの魅力向上」を実現させる。

41 群馬県 群馬県北群馬郡吉岡町
文化財を資源とした交流エリア形成プロジェク
ト

群馬県北群馬郡吉岡町の全域

本計画は、八幡山公園グラウンドの再整備計画に伴
い、老朽化した文化財施設を八幡山運動公園の一角
に移転させ、隣接する南下古墳公園と一体的な施設
活用を推進することにより、町内の豊富な文化財を有
効活用する交流エリアを形成し、本町の特色である古
墳や養蚕などの歴史文化に関する情報発信や各種交
流事業を通じて住民の郷土愛の醸成を図り、定住を促
進する。併せて、「よしおか再発見プロジェクト」と連動
させながら地域資源を磨き上げ、域外からの新たな人
の流れを呼び込み、交流人口や町内周遊・滞在の拡
大を目指すものである。

42 群馬県 群馬県多野郡上野村 林業技術研修事業 群馬県多野郡上野村の全域

村の活性化を図るためには林業振興は必要不可欠で
あるが、木材価格の低迷等により、林業事業体の運営
は厳しい状況にある。このような状況に対し、本村は、
切捨間伐から搬出間伐へと施業内容を転換させ、未
利用材をペレット化し、ボイラーや発電所で活用する村
内循環型社会の構築を進め、林業の振興に力を入れ
てきた。今後も、仕組みを維持発展させるためには、基
礎となる林業の発展が重要であるため、本事業では、
林業事業体の技術向上を目的とした「林業技術研修事
業」を実施し、更なる林業振興を図る。

43 群馬県 群馬県甘楽郡下仁田町
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業～金融機
関と連携した教育制度の充実施策～

群馬県甘楽郡下仁田町の全域

下仁田町が平成２９年度から実施する「ねぎとこんにゃ
く下仁田奨学金事業」に賛同する町内の金融機関が行
う「奨学ローン」について、卒業後、利用者（子供）が町
内に定住している期間は元金及び金利相当分を実質
町が全額補助します。
この事業により、若者の町外流出を抑制するとともに、
進学等で町外に流出した人材のUターン就職に繋げ、
地場産業への優秀な人材の確保と子育て世代の流入
増加を達成します。

44 群馬県 群馬県甘楽郡甘楽町
「甘楽みんなで子育てプロジェクト」甘楽町多
世代サポートセンター整備・運営事業

群馬県甘楽郡甘楽町の全域

人口減少、少子高齢社会に対応するため重点施策と
して子育て環境整備や子育て支援の実現を目指して
いる。妊娠出産育児に対する不安や子育てに対する
負担の軽減、子育てと仕事の両立に向けた取り組み
が多くの住民から求められる中、母子保健、子育て支
援のスペースを備えたセンターを整備するとともに、当
該施設を起点に地域が一体となって子育てを支援して
いく体制づくりを展開する。隣接する保育園や学校等
の交流など、地域が一体となって幅広い子育て支援を
展開し、多世代が希望のもてる町の実現を目的とす
る。

45 埼玉県 埼玉県及び飯能市
豊かな自然と安心安全があるまち　森林文化
都市　はんのう

飯能市の全域

　都市回廊空間の構築による人の流れの創出を魅力
的な観光資源である美しく豊かな自然が存在し、歴史
ある観光スポットが点在する山間地域まで波及させる
効果、江戸時代から良質な木材として流通してきた｢西
川材｣の生産力の向上に資する市道、林道を一体的、
効率的に整備し、都市回廊空間での賑わいと経済好
循環の創出と山間地域の持つ豊かな自然の恵みや歴
史・文化、地域産業などの地域資源を生かした安心安
全があるオンリーワンの森林文化都市として魅力的な
まちづくりを推進する。
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46 千葉県 千葉県及び銚子市 地域資源を活用した銚子創生計画
銚子市の全域並びに旭市の区域の一部（旧飯岡
町地区及び旧海上町地区）及び千葉県香取郡東
庄町の区域の一部（南部地区）

　本地域は温暖な気候や肥沃な大地に恵まれ、農業
が盛んであるとともに、風光明媚な自然や歴史的文化
遺産にも恵まれているが、人口減少に歯止めがかから
ず、また、事業所数や従業者数も減少している。広域
農道と市道を一体的に整備して、地域農産物流通の
効率化、観光地へのアクセス向上を図るとともに、農産
物の販路拡大、スポーツツーリズムの推進等を実施す
ることにより、農業、観光の活性化を図り、将来に渡っ
ての地域経済の縮小を克服していく。

47 千葉県

千葉県、館山市、木更津
市、鴨川市、君津市、富
津市、袖ケ浦市及び南房
総市

東京湾アクアライン・東関東自動車道館山線
等のポテンシャルを最大限生かすための地域
活性化計画

館山市、木更津市、鴨川市、君津市、富津市、袖
ケ浦市及び南房総市並びに千葉県安房郡鋸南
町の全域

　東京湾アクアライン、東関東自動車道館山線等のポ
テンシャルを最大限生かし、広域農道、市道を整備す
ることにより、農産物の生産地から消費地へのアクセ
ス向上、観光地や勤務地等への渋滞解消、災害時に
おけるリダンダンシーの確保等を図るとともに、６次産
業化の促進等を併せて行い、主要産業である農林水
産業や観光関連産業を活性化、地域住民の安全・安
心を向上させ、人口減少の抑制を目指す。

48 千葉県 野田市 自然と共生するまちづくり推進プロジェクト 野田市の全域

都心から３０ｋｍ圏内にありながら、子どもたちのため
にみどり豊かな自然を守る野田市を市内外へ情報発
信することにより、野田市からの転出を食い止めるとと
もに転入者数の増加を図る。並行して、自然再生、生
物多様性のシンボルであるコウノトリの野生復帰や、
環境保全型農業の推進に取り組む。あわせて、環境保
全型農業により生産された野田市産農産物のブランド
化を推進する。
みどり豊かな自然を野田市の強みとして発信すること
により、経済効果、移住定住の促進を図り、自然と共
生するまちづくりの実現を図る。

49 新潟県 妙高市
誘客事業の実施による観光産業の振興と地
域の活性化

妙高市の全域

観光入込客数の減少により観光産業の衰退が危惧さ
れている。しかし、国立公園の誕生や北陸新幹線の開
業という復活に向けたチャンスを得た今、妙高の観光
資源を活用した新たな魅力を創出するとともに、時代
のニーズを敏感に捉え、国内外からの誘客を促進する
ため、地域や観光事業者が行う取り組みを支援し、交
流人口の拡大を図る。

50 新潟県 上越市
「上杉謙信公のふるさと・上越市」魅力向上事
業

上越市の全域

当市ゆかりの上杉謙信公・景勝公が愛用した国宝「太
刀無銘一文字（号山鳥毛）」を取得し、リニューアル
オープンする総合博物館の展示の大きな柱とすること
で、多くの方から文化史的価値の極めて高い「国のた
から」に触れることができる博物館にするとともに、上
杉家や謙信公の縁の品々を所蔵する博物館を始め、
全国の博物館と連携し、質の高い企画展を開催するこ
とで集客力を向上させ、交流人口の拡大を目指す。

51 新潟県 阿賀野市 阿賀野交流ゲートウェイ整備プロジェクト 阿賀野市の全域

当市は、平成１６年４月１日に、２町２村の新設合併に
より誕生したが、合併以降も人口の減少が続いてい
る。そこで、地域の魅力を高め、人口の減少度合いを
できる限り抑制するために、多様な市民ニーズに対応
可能な「新たな集約型の都市構造機能」を持つのまち
の形成に向けた取組を進める中で、安田市街地の都
市拠点としての機能確保を図る観点から、公民館機能
や情報発信機能、地域内外の住民の交流スペース、
健康増進フロアなどを併せ持つ「複合施設」の整備を
行い、地域の魅力向上や便利で賑わいのある市街地
の形成を目指すものである。
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番号 都道府県 作成主体名
(地方公共団体名)
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新規計画　１７３件

別紙

52 富山県 富山県中新川郡立山町 立山町未来人材育成就学支援プロジェクト 富山県中新川郡立山町の全域

経済的理由により、高等学校等への就学や県外大学
等への進学が困難な者に対し、新たな奨学金等の返
還支援制度を導入し、未来の立山町を担っていく優秀
な人材の育成を目指していく。近年、進学や就職や併
せて、進学時に県外へ転出した町内出身者のＵターン
や、企業誘致を進めてきた町内企業への就職等も視
野に入れた、若者の地元定着や人口減対策にしっかり
と結びつくような取組みとして推進していく。

53 石川県 石川県及び白山市
白山の恵みと人集い、活力あふれるまちづくり
計画

白山市の全域

　本地域は白山国立公園や手取川、白砂青松の日本
海など、豊かな自然に恵まれた地域であり、県内最大
の市域を有している。
　近年、平野部は人口が増加傾向にあるが、山間部は
過疎化の進展が深刻な問題であり、交流人口の拡大
に向けた個性ある地域づくりと安全な生活環境の確保
が求められている。
　これらの問題を総合的に解決するため、幹線道路に
アクセスする市道と林道の一体的な整備により、地域
間交流を促進し地域住民が心豊かに安心して暮らせ
る活力ある地域づくりを推進する。

54 石川県 七尾市
世界農業遺産「能登の里山里海ななお」振興
プロジェクト

七尾市の全域

七尾版総合戦略に掲げている「時代に合った地域をつ
くり、安全・安心なくらしを守る」「七尾市への新しい人
の流れをつくる」の実現のため、世界農業遺産に認定
された「能登の里山里海」を守るために策定した「世界
農業遺産七尾市行動指針」に基づき、「トキが舞うなな
お」を実現するために、里山里海の生物多様性の保全
や伝統文化維持のための担い手育成、里山里海を活
用した地域振興等の活動に対して支援を行い、里山里
海の将来世代への継承だけでなく、これらの取り組み
を活用した交流人口の拡大を図ることで、地域の活性
化につなげる。

55 石川県 小松市
「子ども達に引き継ぐべき財産『美しい森林』を
守る」～自然と共生するエコロジーの推進～

小松市の全域

森林は、災害防止機能などの多面的機能を有し、小松
市では面積の約70％を占めている。近年、管理放置林
や有害鳥獣の増加により、その機能の低下が懸念さ
れている。本市の森林を美しい形で未来の子ども達へ
引き継ぐため，①循環型森林の確立，②里山周辺の
森林活資源の利用，③有害鳥獣被害の減少，④林産
業の活性化の４つ視点から，地域の森林の特色を活
かした施策を展開し，森林のもつ多面的機能の持続、
林産業の活性化、森林を通じた交流人口の拡大に取
り組むもの。

56 石川県 白山市
白山手取川ジオパークを活用したプロモー
ション事業

白山市の全域

白山の頂から手取川、日本海に至る白山市全域をエリ
アとする白山手取川ジオパークは、平成２３年に日本
ジオパークの認定を受けた。この白山手取川ジオパー
クの情報発信拠点の機能強化とエリアを案内するガイ
ドの人材を育成しながらツアーの造成を行い、誘客の
推進を図るとともに、国際シンポジウムの開催、ジオ
パークに因んだ産品認証制度の確立、イメージキャラ
クターの機能強化などのプロモーション事業を展開し、
広く国内外へPRすることにより白山市の持続可能な地
域づくりに努める。

57 石川県 野々市市 賑わい創出による創業マインドの育成計画 野々市市の全域

本市は、図書館と市民学習センターを併設した施設を
ＰＦＩの手法で整備しており、出会いと交流から賑わいを
創出する市民活動拠点として活用する。この施設で
は、創業に資する蔵書の配置や相談会、講座の開催
などで、市内での創業希望者から創業後間もない方を
総合的に支援することで、市内外の集客を見込む。ま
た、図書館の開館時間拡大や広域の図書館との連携
により市内外の方を呼び込む。この計画は、創業支援
を中心に、市内外から人を呼び込み、市の魅力を広く
伝え、しごとづくり、移住・定住につなげることを目的と
するものである。
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番号 都道府県 作成主体名
(地方公共団体名)

地域再生計画の名称 地域再生計画の区域の範囲 地域再生計画の概要
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新規計画　１７３件

別紙

58 福井県 福井市
～若者から始まる地域再生～　ふくい未来人
材Ｕ・Ｉターンプロジェクト

福井市の全域

県内外の大学生を対象に、様々な強みや魅力をもった
特徴ある市内企業の訪問、Ｕ・Ｉターン者の採用に意欲
のある企業経営者トップ陣との座談会、Ｕ・Ｉターン経験
のある先輩社会人との意見交換や、Ｕ・Ｉターン就職促
進のためのアイデアプランコンテスト等、複数のプログ
ラムを一体的に実施する。福井市で働くことや暮らすこ
とについて深く考える機会を通し、本市の生活環境や
企業への理解を深めるとともに、本市へのＵ・Ｉターン志
向を高め、若年層の誘引、定着を図り、就職者を増や
していく事業。

59 山梨県 山梨県
地域の魅力の原動力「やまなし農業」推進プ
ロジェクト

山梨県の全域

果樹王国、甲州ワインを核としたワイン産地という本県
農業の特色・強みを生かして、果樹王国としてのブラン
ド力の強化や醸造用ブドウの生産振興を図るととも
に、立地条件や自然環境を生かした都市農村交流に
より農村地域の活性化を図る。また、耕作放棄地の増
加というウィークポイントを補強するため、耕作放棄地
の再生を支援し、農業生産基盤の整備を推進する。こ
うした取組により、ブランド力の向上、地域の活性化、
次世代に向けた農業生産基盤の整備を進め、地域の
魅力の原動力である「やまなし農業」を推進する。

60 山梨県 山梨市
山梨市の将来を担い支える人材育成支援プ
ロジェクト

山梨市の全域

本市の教育環境を整え、子育て環境の魅力度向上を
図ることで、子育て世代の定住と転入を促し、年少者
（15歳未満）を含む世帯の増加を目指す。また、若者の
地元就職、地元定着へとつなげることで、人口減少に
歯止めをかけ、地域の即戦力として活躍できるリー
ダー的人材の育成・確保につなげることを目指す。

61 長野県 長野県 自然公園グレードアップ構想
長野県内の国立公園、国定公園及び県立自然公
園区域

本県の目指す「世界水準の山岳高原観光地」づくりの
ため、「ハード整備」、「ソフト充実」及び「体制見直し」
の３方向から、自然環境を保全しながら利用者視点で
自然公園の改革を進める。具体的には、登山道・遊歩
道やトイレの整備、道標の設置、「自然解説インストラ
クター」による解説機能強化等の各種事業を展開し、
外国人や障がい者など、より多くの多様な利用者が美
しい風景と自然を快適に楽しむことができ、恒常的に
訪れることができるようにする。これにより、地域観光
を刺激し、地域の活力を生み出す。

62 長野県
長野県及び長野市並びに
長野県上水内郡信濃町
及び飯綱町

地域の至宝「農業と観光」を生かす北しなの
道整備計画

長野県上水内郡信濃町及び飯綱町の全域並び
に長野市の区域の一部（豊野地区）

　長野市、信濃町及び飯綱町の農産物輸送や観光
ルート、地域交通網として重要な役割を担っている広
域農道及び町道は、路面劣化損傷の進行、危険箇所
での交通事故発生及び道路狭窄による通行困難等に
より、地域の主要産業である農業と観光、更には地域
の振興の支障となっている。このため、広域農道と町
道の道路ネットワークを一体的に整備し、安心安全か
つ速やかな農産物輸送や、観光ルート及び生活道路
としての機能を良好に発揮させることにより、地域の
「至宝」である農業と観光の振興と地域の活性化を図
る。

63 長野県
長野県及び須坂市並びに
長野県上高井郡小布施
町

地域と連携した歴史と観光の町づくり「くだも
の街道」整備計画

須坂市及び長野県上高井郡小布施町の全域

　路面の損傷が著しい広域農道を整備することにより、
高収益作物を中心とした農産物の荷傷みを防止し、収
益性の向上を図る。落石等により通行に支障を来たし
ている林道を整備することにより、森林施業の効率化
と国指定名勝の米子瀑布群への観光客の増を目指
す。広域農道と林道を一体的に整備することにより、点
在する観光施設間のアクセスを改善し、交流人口の増
を目指す。併せて行う地域の特性を活かした関連事業
により、農産物の需要を高めるとともに新たな雇用を
創出し、耕作放棄地の解消を目指す。
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64 長野県
長野県及び長野県上伊那
郡宮田村

中央アルプス山麓を活かした林業・観光地再
生プロジェクト

長野県上伊那郡宮田村の全域

　村道及び林道を一体的に整備し、地域を結ぶ道路
ネットワークを構築することで、地域住民及び観光客の
交通の利便性及び安全性の向上を図るとともに、森林
施業の効率化を通じて、地域資源を活かした産業の活
性化を図り、地域全体としてより一層の交流人口と定
住人口の創出を目指す。

65 長野県 上田市
～健幸実感～　国民保養温泉地活性化プロ
ジェクト

上田市の区域の一部（鹿教湯温泉地区）

上田市の西端に位置する丸子温泉郷の発展を牽引し
てきた鹿教湯温泉は、近年は入込客減少や温泉供給
施設等の老朽化といった課題に直面していたが、住民
が自ら立ちあがる形での新たな地域活性化への取組
みが活発化している。
地域住民の取組みに併せ、老朽化した温泉供給施設
を整備し鹿教湯温泉の課題を解消することで、住民自
らが始めた移住事業など地域活性化事業の取組みを
さらに加速させ、「温泉を生かしたヘルスツーリズム」に
よる滞在交流型観光地づくりを目指す。

66 長野県 上田市
「住み良いまち・うえだ」快適環境のまちづくり
計画

上田市の全域

　人口減少や少子高齢化が進む中で、地域の活性化
やコミュニティの再編､高齢化による担い手不足の解消
に向けて、都市住民の居住希望が多い高原・農山村
地域において、生活基盤の確保及び生活環境の向上
を図るため、浄化槽整備及び生活排水等の処理施設
の改築更新を一体的に行うことにより、公共用水域の
水質保全を通じて、ひと笑顔あふれ　輝く未来につな
がる健幸都市にふさわしい「住み良いまち・うえだ」快
適環境のまちづくり計画を目指す。

67 長野県 長野県上伊那郡宮田村
中央アルプスジオパーク化に向けた観光地再
生事業及び宮田ブランド化事業

長野県上伊那郡宮田村の全域

中央アルプス駒ケ岳周辺の登山道の整備により安全
な登山道の確保のための整備と案内看板の設置をす
る。また山麓エリアでは人を呼び込むために宮田高原
にアウトドアスポーツに関連した施設整備やアサギマ
ダラの里の整備により中央アルプスに来た方をこのエ
リアへ流入させることにより交流人口の増加を図り将
来的に移住定住者の増加を目指す。あわせて循環型
農業の推進による農産物等の宮田ブランド化を進め6
次産業化から産業の振興を図る。

68 長野県 長野県上高井郡高山村 付加価値を高める農業６次産業化推進事業 長野県上高井郡高山村の全域

　基幹産業が農業である本村にとって、地域資源を活
かした魅力ある産業の創出は、持続可能な活力あるむ
らであり続けるために大変重要である。
　本事業は、世界に誇れるワイン産地の形成を行うほ
か、特産物であるりんご、ソバなどを含めた農業の６次
産業化を推進するとともに、新たな「しごと」創出のため
の事業所支援、耕作放棄地対策、次世代を担う農業
者の育成・確保対策、を一体的に実施することにより、
農業者の所得向上、新規事業所数の増加、新規就農
者の確保、耕作放棄地の減少を図ることを目的とする
ものである。

69 岐阜県 美濃市 市民演奏会による交流促進事業 美濃市の全域

美濃市は、近隣市とも連携しながら、都市部に住む若
者等に地方の暮らしを奨励し、移住・定住の促進を
図っている。
　移住者が地域コミュニティとのつながりのきっかけと
するために、「市民による第九等の演奏会」を実施す
る。半年間に及ぶ練習等交流を図ることで、地域に根
ざして、いつまでも安心して住み続けられるまちづくり
を推進する。
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70 岐阜県 海津市
海津市「美しい自然を守り、ともに生きるまち
づくり」計画

海津市の全域

　公共下水道及び浄化槽の整備を一体的に推進、施
設の共同化・長寿命化や大規模な災害に備えた機能
維持・強化を図りながら、木曽三川や養老山地をはじ
めとするこのまちの豊かな自然環境を後世に伝えると
ともに、これからも住み続けたくなる環境づくりを目指
す。

71 静岡県
静岡県、御殿場市及び裾
野市

箱根外輪山魅力発信計画 御殿場市及び裾野市の全域

　市道0117号線は、この両市の幹線道路を直接繋ぐ道
路となるため、ボトルネックとなっていた県道との交差
点渋滞が解消し、通過時間の短縮、箱根外輪山の森
林資源の活用推進と、静岡県東部の観光、産業道路
となり、地域の発展に寄与するものである。その結果、
御殿場市・裾野市の観光交流人口の増加、林業振興、
サービス業雇用増、林業雇用増といった道整備事業の
政策効果を高めることが期待できる。

72 静岡県 富士宮市
コンビニと連携したベビーステーションの普及
と母力応援プロジェクト

富士宮市の全域

地域に不可欠な存在となっているコンビニ等と連携し
たベビーステーション事業の実施や、妊娠期や子育て
世代向けの各種講座などによる母親への支援を行い、
子育てしやすいまちづくり、子育て世代にやさしいまち
づくりを進めるとともに、母親の活動や社会参画を支援
することで、若者が希望どおり結婚し、子どもが持てる
ような社会環境の整備を図る。

73 静岡県 富士宮市
光ファイバ網の整備による住環境の向上と産
業振興プロジェクト

富士宮市の全域

光ファイバ網を整備することで、市内で同一品質、同一
価格でのサービス提供を可能とし、インターネットアク
セス回線が原因となる情報格差の解消につなげ、住民
の情報収集手段の確保などの利便性の向上や集落環
境の整備を図る。また、同時に企業立地に関する支援
を行うことで、現在未整備地域で操業する企業の留置
や新たな事業者の進出を促すとともに、移住定住施策
を推進することで、市内に住み、働く勤労者の増加を
目指す。

74 静岡県 磐田市
スポーツを生かした交流によるにぎわいの創
出計画

磐田市の全域

リオ五輪の卓球競技でメダルを獲得した水谷隼選手、
伊藤美誠選手が、磐田市出身者であることから、卓球
を「磐田ブランド」として市内外に広め、スポーツ（卓
球、アーチェリー、サッカー、ラグビー）を生かした、に
ぎわいを創設することにより、交流人口の増加を図ると
ともに、市への移住・定住の促進を図る。

75 静岡県 御殿場市
東京オリンピック・パラリンピックホストタウン
推進事業を核としたスポーツ交流・施設環境
整備促進計画

御殿場市の全域

東京オリンピックにおける韓国及び台湾ホストタウン登
録を契機に、海外チームのスポーツ合宿などインバウ
ンドにも対応した受入環境を整備するとともに、既存施
設の機能の高付加価値化を図り、スポーツ合宿の聖
地としてのブラッシュアップを推進する。
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76 静岡県 菊川市 時代を先取る菊川型農業モデルの創出計画 菊川市の全域

付加価値の高い農業モデルの創出・農産物のブランド
化・高収益作物との複合経営モデルの創出のための
取り組みに支援するとともに、女性農業者が本市で営
農定着し、自立していく体制を整えることで、地域農業
を活性化していく。

77 静岡県 静岡県駿東郡小山町
小山町殖産興業遺産(国登録有形文化財)活
用プロジェクト

静岡県駿東郡小山町の全域

富士紡績の遺産である豊門会館、西洋館、及びそれら
がある豊門公園、さらには森村橋にいたる一連の施設
は、当町に譲渡され国の登録有形文化財として残って
いる。しかしながら、現在はこれらの遺産の老朽化が
進み、公開もままならない状況から訪問客の受入れが
殆どできていない状況にある。そこで、これら遺産を修
繕、再整備し、利活用することで、シビックプライドの醸
成を図ると共に、雇用機会の創出、交流人口の拡大を
目的とするものである。

78 愛知県
愛知県及び愛知県知多郡
南知多町

知多半島先端のまち　活力向上計画
愛知県知多郡南知多町の区域の一部（師崎港、
日間賀漁港及び大井漁港）

　師崎港において、係留施設（岸壁）の耐震化・老朽化
対策により安全安心な海上交通の拠点を整備すること
や、交流拠点となる観光センターの老朽化対策を行う
ことで、地域住民の日常生活の確保とにぎわいの創出
による観光の活性化を図る。また、日間賀漁港及び大
井漁港の係留施設（浮桟橋）を整備することにより労働
環境が改善され、持続可能な水産・漁業活動を実現
し、観光産業と水産業の活性化による相乗効果によ
り、崎っぽエリアから南知多町の活力向上につなげ
る。

79 愛知県 西尾市
新たな官民連携手法を活用した公共施設再
配置プロジェクトによる地域活性化計画

西尾市の全域

西尾市では旧幡豆郡三町と合併した平成23年度から
公共施設再配置の取り組みを進め、平成28年６月に５
つのプロジェクトから成る「新たな官民連携手法（西尾
市方式）による公共施設再配置第１次プロジェクト」とし
て地元企業中心の特別目的会社とＰＦＩ事業の契約を
締結し、ＰＦＩ事業を合併後の新たなまちづくりの出発点
として地域再生事業に位置付ける共に、平成28年３月
策定の『西尾市まち・ひと・しごと・創生総合戦略』と連
携させることで、地域経済の活性化、雇用の創出、定
住環境としての魅力を高めるまちづくりを目指す。

80 愛知県 新城市
“来て良かった”“やって良かった”農で潤う「ま
ち・ひと・しごと」づくり計画

新城市の全域

新城市は、米価等の価格低迷や農業者の高齢化・鳥
獣による被害など、あらゆる要因により農業者が減少
し、遊休農地や耕作放棄地が増加している。そこで、
比較的安定した収益力のある施設園芸作物の栽培団
地を整備し、市内外より就農意欲のある方を受け入
れ、新規就農や規模拡大を促し、地域の担い手を確保
する事で、農地の保全と移住・定住の促進による人口
流入、さらには地域の雇用創出と産地拡大による産地
形成を推進し、地域経済の活性化と新たな産地化によ
る農業の活力向上を図る。

81 三重県 三重県度会郡玉城町
歴史・伝統文化を活かした多世代交流・魅力
創造再生計画

三重県度会郡玉城町の全域

　当町の特色である歴史的まちなみや伝統文化財を
活かし、多世代交流や伊勢志摩地域の魅力創造拠点
として「玄甲舎（げんこうしゃ）」を増改築する。
　当該施設で実施する「郷土愛を育む寺子屋」「住民の
健幸をつくる集いの場づくり」「集客交流を促進させる
魅力発信」などにより、郷土愛の醸成や地域内外の交
流を促進させることで、町の認知度向上や地域の活性
化による流入人口の増加および雇用機会の創出を図
る。
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82 滋賀県 滋賀県
にぎわい創生で取り組む琵琶湖保全再生プロ
ジェクト

滋賀県の全域

琵琶湖におけるボランティア活動や琵琶湖体験等の取
組を通じて、地域においては身近な自然の価値の気づ
きなどによる琵琶湖とのつながり再生を進めるととも
に、参加者にとっては琵琶湖をはじめとする本県の魅
力の気づきの機会とすることで交流人口の拡大を図っ
ていく。また、琵琶湖の水源かん養や生物多様性の保
全など多面的な機能を有する森林を健全な姿で未来
に引き継いでいくため、森林資源を活かし、循環利用
を進めることで、林業の活性化・成長産業化を図り、地
域力や豊かさを実感できる滋賀づくりを目指す。

83 滋賀県 滋賀県 滋賀で農業はじめようプロジェクト 滋賀県の全域

「世界農業遺産」の認定を目指す取組を通じて、農業
体験等による就業意欲の喚起や第二創業、新規参入
の検討機会を設けることなどにより、新規就農者の確
保を図る。また認定後は、農産物のブランド力向上や
観光資源のさらなる活用も期待されることから、滋賀県
内で新規就農することへの関心の高まりつつある新規
就農者のさらなる増加を目指す。

84 滋賀県 滋賀県 琵琶湖博物館リニューアルプロジェクト 滋賀県の全域

琵琶湖博物館に団体客用の昼食・休憩スペース、琵琶
湖を上空から眺望できる「樹冠トレイル」を新設するとと
もに、レストラン・ショップの機能充実や大人の探究心
を駆り立てる知的空間となる「おとなのディスカバリー」
等の交流空間・交流機能の再構築を行うことにより、
滋賀県への集客を牽引する。
また、学習船『うみのこ』を使った宿泊体験型の教育
（新しい学習プログラム）を琵琶湖博物館と連携しなが
ら構築し、琵琶湖博物館へのさらなる来館者の増加に
つなげる。

85 滋賀県 滋賀県
県営住宅の空き家を活用したコミュニティ再生
計画

大津市及び彦根市の全域

　子育て支援や高齢者生活支援等を行うNPO法人、地
域再生のノウハウを持つ大学等に県営住宅の空き家
を提供し、子育て支援、高齢者生活支援等に活用する
ことで、地域コミュニティの活性化を図り、入居者や地
域の方々が安心していきいきと暮らせる魅力ある住宅
団地づくりを進める。
　さらに、自治会活動等への参加を条件として、住宅に
困窮している大学生に空き家を提供し、地域コミュニ
ティの活性化を図る。
　併せて、県営住宅ストック総合改善事業を実施し、安
全安心で快適な住環境の形成、維持を図っていく。

86 滋賀県 甲賀市
歴史と文化、ひとがあつまる快適なふるさと信
楽のまちづくり再生計画

甲賀市の区域の一部（信楽町地区）

　甲賀市信楽町は、奈良時代に聖武天皇の離宮造営
に始まり、信楽焼の生産に加え、山の斜面を利用し栽
培される朝宮茶は日本五大銘茶として高級茶の生産
などそれぞれの伝統を守りつづけてきた、山紫水明に
恵まれた中山間地のまちである。近年、信楽町の農山
村地域では人口の減少傾向が見られる。その要因とし
て都会との生活環境の格差も影響し、若者の都市流
出によるものが大きい。都市の快適さと農山村の自然
豊かな環境を合わせ持つ地域となるよう、生活環境の
改善や信楽焼及び朝宮茶を活かし観光客を増加をさ
せる。

87 滋賀県 滋賀県蒲生郡日野町 日野町観光受入体制整備プロジェクト 滋賀県蒲生郡日野町の全域

　観光情報の発信、農産物等販売やオープンカフェな
どにより観光交流人口を拡大するとともに、地元商店
街の活性化と新たな雇用を創出するため、まちの「た
から」である築100年を迎えた近江鉄道日野駅舎につ
いて、これらの機能を備えた再生を行い、体験型観
光、観光受入体制の整備を図る。
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88 大阪府 大阪府 スマートエイジング・シティ市町村啓発事業 大阪府の全域

今後さらにスマートエイジング・シティのモデルとなるま
ちづくりを府内各地域に広め、他の大阪府市医療戦略
会議提言に基づく取組みと併せて、府民の健康寿命の
延伸とＱＯＬの向上を図り、ヘルスケア産業の創出・振
興を通じてアクティブシニアを増やすとともに、社会課
題解決型のまちづくりの担い手となる人材を育成す
る。
こうした、地域居住の質の向上を進め、誰もが安心して
活躍し、暮らせる生涯活躍のまちの実現につなげる。

89 大阪府 大阪府 府営住宅地域資源化プラン・大阪 大阪府の全域

府営住宅の入居者だけでなく、地域住民の安心の確
保や賑わい・活力の向上を図るため、地元市町との連
携のもと、空室や建替事業等により創出される用地な
どを活用し、人々が集まる拠点の確保や様々な活動を
展開できるスペースへの転用を進める。
さらに、地域の福祉ニーズ等に対応した生活支援機能
や福祉機能、雇用を生み出す就労機能、ファミリー向
けマンション等の多様な住宅等への転換を図るなど、
府営住宅の地域資源化を進める。

90 兵庫県 兵庫県 国生みの島ツーリズム戦略推進計画 洲本市、淡路市及び南あわじ市の全域

淡路島が誇る海と山に囲まれた豊かな自然や農水産
物、日本文化遺産として指定された歴史文化遺産、サ
イクリングに適した地形などさまざまな地域資源を活か
し、明石海峡大橋の通行量値下げ等の交通アクセス
改善の好機を捉えて、日本遺産を巡る周遊ルート開発
など多様なニーズに対応した戦略的観光事業や関西
空港からの直行航路を活用したインバウンド受入れ対
策などを集中的に展開する。これにより、淡路地域に
おける交流人口のさらなる拡大を図るとともに、淡路の
魅力に引き寄せられた移住者増による定着人口の増
加を図る。

91 兵庫県 兵庫県及び養父市 響きあう心　世界へ拓く　結の郷　やぶ計画 養父市の全域

　京阪神や山陰地方からの交通の利便性、農林産業
や地場産業をはじめ、豊かな自然を活かした観光産業
等の地域資源を活用し、地方創生道整備推進交付金
により市道と林道の一体的整備で地域間の交通ネット
ワークを構築し、養父市創生総合戦略に掲げる「養父
らしい人の流れを創る移住の促進」、「養父らしいしご
とを創る」、「地域全体で将来の担い手を創る」、「生涯
現役で安心して幸せに暮らせる環境を創る」の目標に
資する取組みを行い、人口減少を抑制し、持続的に発
展できる養父市を構築する。

92 兵庫県 姫路市 姫路城周辺の保全・環境整備 姫路市の全域

姫路城リニューアルオープンに伴い観光客が増加した
が、それに伴い、ゴミの増加や老朽化などにより姫路
城及びその周辺の環境が悪化している。外国人をはじ
めとする観光客のさらなる増加を目指すためにも、保
全活動や環境啓発が求められている。世界文化遺産
姫路城を未来に引き継ぐために保全活動を実施すると
ともに、子どもに親しみやすい戦隊モノのキャラクター
（サムライガー）を活用し、市民及び観光客に対して環
境啓発活動を行うことにより交流人口の増加を目指
す。

93 兵庫県 加古川市
加古川の伝統文化（将棋）の発信によるまち
のにぎわい創出事業

加古川市の全域

本市の玄関口であるＪＲ加古川駅前商業ビル内に、将
棋を通じたさまざまな交流を図ることができる「（仮称）
加古川将棋プラザ」を整備するとともに、（公社）日本将
棋連盟や大学等と連携し、将棋を活かした本市独自の
ソフト事業を展開することで市内外からの誘客を図り、
まちのにぎわいを創出し交流人口の増加を図り地方創
生につなげることを目的とする。
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94 兵庫県 西脇市 金ゴマを核とした地域振興プロジェクト 西脇市の全域

地域ブランド化を進めてきた金ゴマの栽培は、担い手
の確保が急務となっている。金ゴマの維持、発展のた
め、障害者就労支援事業所と連携し、金ゴマの生産で
課題となっている工程において、作業の一部を委託し、
農業を通じた障害者の就労機会の創出及び作業適性
の検証を行う。また、繁忙期の金ゴマ栽培の作業補助
として農業ボランティア等の活用を図り、農家だけでな
く多様な団体との連携による金ゴマ栽培の推進体制を
構築する。

95 兵庫県 篠山市 篠山市町並み景観・自然環境保全計画 篠山市の全域

緑豊かな自然環境と美しい町並みが織りなす景観を継
承・維持するため、自然環境や歴史的景観の保全に取
り組むことにより、地域の魅力を高め、交流人口の増
加や移住・定住の促進を図る。

96 兵庫県 淡路市 淡路がいな計画 淡路市の全域

本市（淡路島）へ訪れる観光客数は、大橋通行料減額
等が高じて、現状を維持しつつも、「安く近く短く楽しむ
レジャー」を好む傾向が強く、日帰り客の滞在時間の
延長、訪日外国人観光客の受け入れ可能とする施設
の整備やサービスの提供等が本市の課題となってい
る。
これらのことから、市内の観光情報を提供（割引クーポ
ンや観光ルートの提案、各種イベント情報や店舗情報
等を提供）するステーション端末を観光施設に設置す
ることで、観光施設や店舗を単体利用ではなく、「点を
線で結ぶ」橋渡し役と位置付けた活用を目指す。

97 兵庫県 兵庫県美方郡香美町 香美町まるごとブランド化プロジェクト 兵庫県美方郡香美町の全域

香美町役場神戸営業所を積極的に活用し、関係団体
と連携しながら、観光の平準化に向けた新たなサービ
ス・消費者を満足させる高級感ある商品の開発と高付
加価値化を実現し、「観光で食べて行く」取組を強化す
ることで、オールシーズンの安定的な誘客により、観光
を主軸とした通年で正規の若い世代の雇用創出を目
指す。近年増加しているインバウンドを獲得するため、
外国語ホームページ作成により、インバウンド受入体
制のを整備する。

98 兵庫県 兵庫県美方郡香美町 「かみっ子」すくすくサポートプロジェクト 兵庫県美方郡香美町の全域

中学３年生までの入院・通院の医療費の無料化を高校
生までに拡充し、更なる保護者の経済的な負担軽減を
図る。また、保育所、認定こども園、幼稚園に入所する
第３子の保育料の無料化を実現する。また、外国語指
導助手を配置し、中学校における外国語科の授業及
び小学校における外国語活動等を補助し、外国語に
親しむ機会の提供と外国語教育の推進を図る。

99 奈良県 奈良県北葛城郡王寺町
文化財保存活用による観光資源魅力向上事
業

奈良県北葛城郡王寺町の全域

町の重点観光スポットの聖徳太子ゆかりの「達磨寺」
には「方丈」という、奈良県指定文化財の建物がある。
「方丈」は江戸時代に建立され、築後３５０年近く経過し
ており、現在まで一度も大きな修理が行われておら
ず、倒壊の恐れがあるため平成２９年度から３か年に
わたり、修復を行う。修理費用について、企業から広く
浄財を募り、修復後は王寺町観光協会が主体となっ
て、定期的な座禅体験や、お茶会、簡単な軽食のでき
る場として、周囲の庭園を含め、風情のある佇まいを
演出できる空間を創出し、重点観光スポットと位置づけ
る。
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100 和歌山県
和歌山県及び和歌山県日
高郡印南町

安全安心で魅力ある生活基盤の実現による
住み続けたくなるまちづくり計画

和歌山県日高郡印南町の全域

　本町は、豊かな自然をはじめ、先人達が築いてきた
歴史・伝統文化・産業などを大切に受け継ぎ、本町に
住み、学び、働くことに誇りを感じ、誰もが郷土を誇れ
るまちづくりを目指している。そのため、東海・東南海・
南海地震等の大規模災害発生に備え、ハード面となる
救援物資輸送ルートや避難路の確保、ソフト面では官
民一体となり、「自助」、「共助」による防災活動を行う
等、総合的・一体的に取り組み、安全安心で魅力ある
生活基盤を築くことに加えて、若い世代や子育て世代
の移住・定住を促進していく。

101 鳥取県 鳥取県 とっとり未来創造型起業支援プロジェクト 鳥取県の全域

鳥取県内産業や経済の成長に寄与するような起業家
を発掘し、新たな起業を創出する。県内での起業を前
提に、本県経済に寄与するような将来に向けて発展す
るビジネスモデルで起業しようとする起業家を発掘、そ
のビジネスプランを起業家育成や事業化支援で実績を
あげている著名な先輩起業家・専門家等が徹底的にブ
ラッシュアップして確実な起業を支援する。

102 島根県 島根県 しまねものづくり人財育成促進プロジェクト 島根県の全域

　県内ものづくり産業は県内経済を支える重要産業で
あり、県内企業が持つポテンシャルを活かしながら競
争力を強化するためには、労働生産性の向上、新技術
導入、新分野への挑戦など、経営・技術革新を促進す
る必要がある。
　そのためには、これらの取組みを支える人材の育成
が重要であることから、企業が従業員を大学等に派遣
して行う長期研修に要する経費の一部助成、若手社員
を対象とした先進企業視察研修、高校生等を対象とし
たものづくり人材養成施設の見学ツアーの実施によ
り、ものづくり企業における人材育成を積極的に支援
する。

103 島根県 島根県 しまねＩＴ人材育成促進プロジェクト 島根県の全域

　島根県では、プログラミング言語「Ｒｕｂｙ」を軸にソフト
ウェア系のＩＴ産業の振興に力を入れてきており、近
年、多彩なＩＴ企業・人材の集積が進みつつある。
　これに伴い、即戦力となるＩＴ人材の確保が必要と
なっているが、首都圏などのＩＴ産業も依然として活発で
あり、地方を含め、ＩＴ人材の獲得競争が激化している
状況である。
　このため、県内在住の小中学生・高校生等の若年層
にプログラミングをはじめとするＩＴ技術に幅広く触れる
多様な機会を創出することで、将来の島根県のＩＴ産業
を担う人材の育成を図る。

104 島根県 島根県及び雲南市
「たたら」生きづく雲南市　道路ネットワークづ
くり計画

雲南市の全域

　本地域では、日本遺産認定の「たたら製鉄」が注目さ
れるなか、各観光施設を結ぶ観光周遊ルートの構築、
米のブランド化等を進めている。中国横断自動車道の
開通により県外からのアクセス環境が向上するなか、
農産物の輸送路及び各観光施設へのアクセス道路と
して重要な広域農道及び市道は、老朽化により危険箇
所を多数有している。よって、本計画により広域農道、
市道を一体的に整備することで、農畜産物の効率的な
輸送、各観光施設への周遊の安全性・快適性向上を
図り、さらなる観光振興、移住促進により本地域の活
性化を目指す。

105 島根県
島根県及び島根県飯石郡
飯南町

中国山地の豊かな自然で交流・交通整備計
画

島根県飯石郡飯南町の全域

　本地域において、広域農道は「サイクリングロード」の
一部であり、隣接する町道と一体となり、沿線の観光
施設への重要なアクセスルートを形成している。しか
し、施設の老朽化により道路法面や舗装の劣化など危
険箇所が多数あり、交通に支障を来している。よって、
本計画により広域農道と町道を一体的に整備し、快適
なサイクリング等も実施できる安全安心な道路ネット
ワークを確保することで、各種観光イベントと連携した
観光客の拡大を図り、観光交流から定住につなげるこ
とによる移住人口の増加により本地域の活性化を目指
す。
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106 島根県 浜田市 「元気な浜田」地域広葉樹活用プロジェクト 浜田市の全域

浜田市では、580万㎥の広葉樹が蓄積され、戦後、手
付かずの「宝の山」となっている。本事業では、現在、
公益財団法人　島根県西部山村振興財団の保有する
木材乾燥機や加工に係る施設・設備を有効に活用す
ることにより、未利用に近い広葉樹に付加価値を付
け、商品開発から販売までを一連化し、新たな「木工」
という産業を興し、「地産地製」と地域広葉樹の6次産
業化を実践する。これにより、魅力ある林業の地域内
循環型産業として構築し、新たな商品開発、人材の確
保・育成を目的とする。

107 島根県 出雲市
世界と「縁」を結ぶ出雲市多文化共生推進プ
ロジェクト

出雲市の全域

外国人住民を新たなマンパワーとして期待しており外
国人住民を特別扱いせず、普通に隣人として付き合え
る関係を構築するために、平成28年に出雲市多文化
共生推進プランを策定した。これを実現し、転入した外
国人住民が転出することなく、長期滞在から定住につ
なげることで、地域経済の発展と地域活動の活性化の
実現を図る。

108 島根県 出雲市 出雲の産業　ひとづくり応援プロジェクト 出雲市の全域

　出雲市では、進学・就職に伴う20歳前後の若い世代
の市外転出が顕著であり、明日の地元産業を担う「人
財」の不足が懸念されています。
　若い世代の市外流出に歯止めをかけるため、自己実
現ができる魅力ある職場の創出と出雲の特性を生かし
た新産業の創出等により、地場企業の支援や人財育
成に取り組んでいます。
　自然豊かで、歴史の息づく出雲が、「げんきあふれる
地方都市」であり続けるよう、大学や企業、医療機関等
との産業の「縁結び」を進めながら、「ひとづくり」による
まちづくりを推進していきます。

109 島根県 益田市 歴史を活かしたまちづくり推進計画 益田市の全域

本市は、柿本人麿の“古代”、領主・益田氏と雪舟の
“中世”、石州口の戦いの“幕末”などの豊かな歴史を
有する。また、それを裏付ける史跡、神社・仏閣、景
観、そして古文書などに恵まれており、このことは他市
町村にはない本市の強みである。この恵まれた文化財
を活かし、地域固有の歴史や文化（＝益田らしさ）を明
らかにしその魅力に光を当て、益田ならではの「魅力あ
るストーリー」を創出し、交流人口拡大や地域の自立、
また、地域住民の誇りの向上につなげる「歴史・文化を
活かしたまちづくり」を行う。

110 島根県 大田市
世界遺産のまちの武家屋敷宗岡家の活用に
よる交流人口の拡大

大田市の全域

市指定文化財宗岡家は、世界遺産エリアのコア部分で
ある大森町に位置する武家屋敷であり、平成２９年９月
に修理・改修工事を終える予定であるが、世界遺産エ
リア（石見銀山）への来訪者数は減少傾向にある。そこ
で、宗岡家を地元団体と連携し宿泊施設等として活用
することで、交流人口の拡大を図る。

111 島根県 島根県邑智郡川本町
「音楽のまち、だからこそ川本」の再生による
人材交流促進事業

島根県邑智郡川本町の全域

本町は、昭和後期～平成初期にかけ「音楽のまち」と
してまちづくりを行ってきた。少子高齢化による人口減
少が著しい中でこうした背景も影を潜めつつあるが、
「音楽のまち」の象徴として本町が有する音楽交流施
設を中心に音楽家の誘致や子育て世代のニーズを取
り入れたイベント等を体験型のイベントとして実施し民
間企業や地域住民と協働で創り上げることで、町内外
の人々の交流が促進される機会を創出するとともにま
ちの賑わいや移住定住等につなげ、再び音楽を通じた
地域活力の醸成及び人口減少対策に資するまちづくり
を目指す。
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112 岡山県 岡山県 観光資源の発掘と魅力アップ 岡山県の全域

本県が参画する「せとうち観光推進機構」では、「瀬戸
内」を切り口に、サイクリング、アート等のテーマ別に観
光振興へ取り組んでいる。また、平成２８年９月に開催
された中四国サミットでも、サイクリングによる観光振
興に取り組むことで合意した。
本県独自でも、市町村等と連携して県内の観光資源の
発掘や魅力アップに取り組んでいる中、新たにサイクリ
ングを切り口とし、観光資源の発掘や整備、魅力アップ
に取り組み、全国に向けＰＲすることで、観光誘客の拡
大や交流促進、にぎわい創出を図る。

113 岡山県 岡山県 おかやまで輝け！若者就職応援プロジェクト 岡山県の全域

地域産業などへの理解を深める高校生のキャリア教
育推進、就職アドバイザーによる就職支援、県内大学
生及び進学で県外に転出した大学生への県内企業情
報の提供、県内企業とのマッチングやインターンシップ
の実施など、高校・大学期を通じた人材育成・確保に
向けた取組を進め、本県産業を牽引する製造業の稼ぐ
力を強化する。

114 岡山県 岡山県及び真庭市 真庭ライフスタイルを支える里山づくり計画 真庭市の全域

　国道３１３・４８２号を中心とする道路網である「市道
上中井川線」、「市道草加部線」、「林道川上１号線」の
一体的な整備により、「蒜山高原」や「湯原温泉」、「勝
山町並み保存地区」等といった観光地間の回遊性向
上による観光客数の増加及び、既存林道と幹線道路と
のネットワーク強化による森林施業の効率化や生産コ
ストの縮減といった持続可能な森林経営を可能にする
ことを目指す。

115 岡山県 岡山市 「桃太郎のまち岡山」創造発信事業 岡山市の全域

岡山市西部に位置する吉備路エリアは、桃太郎伝説
の地であり、歴史ロマンあふれるゾーンである。しか
し、２次交通手段の未整備などから、マイカー観光客を
除き、周遊が困難であり、こうした魅力的な観光資源
のポテンシャルを十分活かしきれていない。このため
吉備津神社をはじめ桃太郎伝説ゆかりの地を巡る吉
備路周遊バス事業によりエリアの認知度と魅力を向上
させ、また吉備路の観光資源を用いて桃太郎伝説創
造発信事業を行うことにより市全体の情報発信力を高
め、桃太郎を体感できる素材を創出し、観光入込客数
の増加を目指す。

116 岡山県 岡山市 岡山城の新たな活用による魅力アップ事業 岡山市の区域の一部（北区丸の内二丁目）

岡山城天守閣が平成28年に再建50周年を迎えたこと
を機に、柔軟な活用が可能な復元天守閣であることを
メリットとし、天守閣再建50周年事業として、築城主で
ある宇喜多秀家や池田家の時代を象徴する岡山後楽
園などに着目した歴史的空間演出や、もてなしの場の
活用、さらには、アミューズメント性を高める実験的事
業を展開するとともに、その効果を検証しながら本格
的な活用へと事業展開していく。

117 岡山県 岡山市
「子どもの声があふれる岡山」推進プロジェク
ト

岡山市の全域

　少子化対策として、子育て世代の負担感や不安感の
軽減を図り、若い世代の希望に沿った家族計画の実
現を促進するためには、男性の家事・育児参加の促進
や、地域での子どもの遊び場の整備、地域の見守り環
境の充実等、地域ぐるみの子育て環境の再構築を図
る必要がある。
　そのため、地域での子どもの自由な遊びの場を構築
するとともに、地域での子どもの外遊びを見守る体制
の充実を図って、子どもの声が響くまちづくりを目指
す。
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118 岡山県 津山市 津山市若者定住促進奨学金返還金補助事業 津山市の全域

地元をはじめとした産業界等と行政が協働して、当市
に定住し、津山圏域（津山市・鏡野町・勝央町・奈義
町・美咲町・久米南町）に就職する大学生等の新規学
卒者等（ＩＪＵターン者を含む）の奨学金返還に対する補
助制度である「津山市若者定住促進奨学金返還金補
助事業」を実施し、若者の定住促進及び地域の産業を
支える優秀な人材の確保を図る。

119 岡山県 玉野市 たまの版地方創生人財育成プロジェクト 玉野市の全域

近年、本市の人口は、毎年約700人づつ減少しており、
特に男女ともに20歳代での転出超過数が多く、若者が
市外に流出している状況にあり、地元企業では、若者
の就職の就職応募者が少ないといった人材不足の解
消が喫緊の課題となっている。そこで、地元企業の協
力の基、市立玉野商業高校において、工業系学科を
新設と地域資源を活かした教育活動等を推進し、地元
企業の即戦力として、かつ地域で活躍する優秀な人材
を育成し、若者の地元就職や定住の促進により、人口
減少の歯止めをかける。

120 岡山県 瀬戸内市 夢二のふるさと芸術交流プロジェクト 瀬戸内市の全域

詩人でもあり「宵待草」で有名な「竹久夢二」と、男女世
代を問わず誰もが楽しむことができる「音楽」とを結び
付け、市外の人も対象とした芸術分野のコンクールや
コンサート等を実施するとともに、関連する観光資源の
魅力を向上させる取組や、市民と市との協働による芸
術文化を活かしたまちづくりを検討する。これにより、
芸術文化による活力あるまちづくりという魅力を向上さ
せて市民の本市への愛着を育み、若年層の再転入を
増加させ、観光振興とあいまって市外からの転入を促
進し、地域コミュニティの活性化を図ることを目的とす
る。

121 岡山県 瀬戸内市
きれいな水を未来へ渡すまち瀬戸内市再生計
画

瀬戸内市の全域

特定環境保全公共下水道は、昭和５８年度に着手し、
平成２８年度末では全体計画８７１haのうち約３２１haが
整備済みである。既設集合排水処理地域を除く地域に
おいては、約２３，０００人のうち、約１５，５００人が合併
浄化槽設置済みである。今後、更なる汚水処理施設の
整備を推進し、公共下水道及び浄化槽の整備を行うこ
とにより、水質汚濁や悪臭などの解消を図る。また、現
在整備済である下水道施設に係るストックマネジメント
計画の策定を行い、計画に基づく点検・調査、改築を
行うことで、施設全体の持続的な機能確保を目指す。

122 岡山県 美作市 美作市ひきこもり等若年者就労支援事業 美作市の全域

地域の担い手の不足は地域における社会的・経済的
損失が大きい。ニート・引きこもりに対しては実態の把
握が困難な面もあることから、職業的自立に向けた支
援が進んでいない現状がある。
職業的自立及び就労の支援とともに、ニート・引きこも
りに至った経緯や状況に応じて適切な支援をおこなう
ことで、ニート・引きこもりの増加・固定化を解消し地域
における就労意欲の醸成を図り職業的自立を支援す
る取組を行う。 こうした取組は、小規模事業者や農林
業者の後継者不足解消につながり過疎化に対する一
定の歯止めとなることが期待できる。

123 広島県 広島県 さとやま交流プロジェクト
広島県の区域の一部（広島県中山間地域振興条
例に定める中山間地域）

かつて地域の人々が集まる拠点であった学校（資源）
を活かし，地域内外の人材の交流による新たな発想
で，中山間地域のヒト・モノ・コトをつなぐ，新たな価値
を創造する拠点として再生するプロジェクト。新国立競
技場を設計した隈研吾氏監修によるプロジェクト。
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124 広島県 広島県 瀬戸内プロモーション事業
広島県，兵庫県，岡山県，山口県，徳島県，香川
県及び愛媛県の全域

瀬戸内を訪れる観光客が，瀬戸内に２度，３度と訪れ
たいと感じるようになるためには，まずもって，瀬戸内
を代表するような特徴ある観光プロダクトが多く存して
いなければならない。
そのような状態になるためには，各観光プロダクトの販
売を促進するとともに，意欲のある企業の交流等を促
すことにより、，瀬戸内をテーマとした観光ビジネスに
取り組む機運を醸成していくことが重要となる。
このため，一般社団法人せとうち観光推進機構が実施
している観光プロダクトの開発促進に対する各種の取
組を支援する。

125 広島県 福山市
夢・希望の実現による福山未来づくりプロジェ
クト

福山市の全域

子どもや若者が、ふるさと福山に愛着と誇りを持ちなが
ら、福山で夢や希望が持て、自らの理想の将来やまち
の姿を描き、地域社会やまちづくりに主体的にかか
わっていく中で、自らの夢や希望を福山で実現できるこ
とが必要である。
こうした子どもや若者の夢の実現を支援することで、子
どもや若者のまちづくりへの参加を促進し、地元への
愛着や誇りの醸成，地元への定着などを図る中で、活
力あるまちを実現するとともに、人口減少に歯止めを
かける。

126 広島県 東広島市 ふるさと里山再生プロジェクト 東広島市の全域

古来より引き継いできた里山の機能を次世代に継承し
ていくため、時代の変化に応じた取組みにより、里山の
価値を再構築するとともに、里山保全を図ることが求
められている。
本事業は、総合戦略の施策分野である「農林水産業
の成長産業化」を戦略的に行い、循環型社会の構築に
向けた木質等バイオマス資源の有効活用を進めるた
め、「ふるさと里山再生プロジェクト」を実施することで、
美しく活力のある里山の再生に取り組むものである。

127 広島県 江田島市
公共交通の情報提供機能向上による観光誘
客計画

江田島市の全域

観光客等の増加による観光産業の活性化に取り組む
上で，その阻害要因となっている公共交通に関する脆
弱な情報提供の仕組及びダイヤの制約に対し，スマー
トフォン等で乗降を希望する停留所へのバスの発着時
間及び運行状況（遅れの有無等）が確認できるバスロ
ケーションシステムの導入並びに公共交通の運行（航）
状況を分かりやすく提供するためのデジタルサイネー
ジの設置により，公共交通の情報提供機能を向上さ
せ，観光客の増加を実現し，最終的には，それにより
生じた「縁」を起点に移住・定住者の確保を図る。

128 広島県 広島県安芸郡坂町
伝統芸能・文化財を活用した交流・定住促進
プロジェクト

広島県安芸郡坂町の全域

本町の観光客数の大半は、民間の温浴施設への日帰
り入浴客とベイサイドビーチ坂への夏季の海水浴客と
なっていることから、『伝統文化復活PR事業』、『郷土
芸能鑑賞学習事業』、『文化財・史跡広報事業』を一体
的に実施し、本町の伝統芸能、文化財を観光資源とし
て充実させるとともに、『広島ベイマラソン大会』、『坂町
悠々健康ウオーキング』大会を継続的に開催すること
により、交流人口の増加、観光入込客数の増加を図
る。

129 広島県
広島県山県郡安芸太田
町

安芸太田町版「生涯活躍のまち」推進プロジェ
クト

広島県山県郡安芸太田町の全域

　地域社会の高齢化、人口の減少に歯止めがかから
ない現状において、住み慣れた場所で、暮らし続ける
地域を形成するために、新たなコミュニティの仕組みを
構築するとともに、暮らしをサポートする拠点を整備す
る。あわせて、都市部からアクティブシニアやソーシャ
ル志向の高い若者や、介護福祉人材等の移住を促進
し、コミュニティの担い手として活躍することができる環
境を整備する。
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130 山口県 山口県 明治１５０年を契機とした誘客拡大事業 山口県の全域

山口県では、魅力ある雇用の場が少ないこと等を理由
に若者を中心として人口の転出超過が続いており、若
者や女性に魅力のある新たな雇用の場の創出や地域
経済の活性化に大きな効果を及ぼす観光の振興が必
要である。
このため、「明治１５０年」という山口県を国内外にア
ピールする絶好の機会を活用し、山口ゆめ花博の開
催など明治１５０年に向けたイベントの集中化等による
初期需要の創出の強化等を進めることにより、「幅広
い産業・地域を活性化させる観光振興県」を目指す。

131 山口県 防府市
ソラール発！ものづくりの未来創造・科学人材
育成プロジェクト

防府市の全域

　県内唯一の科学館である防府市青少年科学館ソ
ラールを中核施設と位置付け、同館の機能強化事業
と、産官学連携による幅広い年代を対象とした“ものづ
くりの科学”魅力発信事業を展開し、科学人材の育成
を図るとともに、地域産業を支える若者の定着を促進
する。
　加えて、山口県や連携中枢都市圏域内自治体等と
連携した積極的な広報に努め、市外からの学習旅行
の受入などによる交流人口拡大を図り、同館が将来に
わたり魅力ある開かれた科学人材育成拠点として機能
することを目指す。

132 徳島県 徳島県
「阿波おどり」で繋げる・繋がる！とくしま魅力
発信プロジェクト

徳島県の全域

徳島県では、豊かな自然や世界に誇る伝統芸能「阿波
おどり」など、魅力あふれる多くの観光資源を有してお
り、国内外からの観光客の流れを戦略的に創出するた
め、これらの資源を活用した効果的な情報発信を行
い、「観光・交流人口の拡大」に繋げていく必要があ
る。
今後、徳島の「阿波おどり」を夏だけでなく、１年をとお
して開催するとともに、国内の主要都市で効果的な情
報発信を行うことにより、国内外からの観光誘客・交流
人口の拡大を促進する。

133 徳島県
徳島県及び徳島県海部郡
海陽町

海陽町の安心・安全な未来をつくるまちづくり
計画

徳島県海部郡海陽町の全域

　海陽町は太平洋に面した町で、その海岸線沿いに唯
一の幹線道路である国道55号が位置し、そこから県
道、町道、林道が山間部の集落に連絡している。当地
域は、切迫する東海・東南海・南海の3連動地震によ
り、沿岸部は津波により壊滅的な状況となることが想
定されるほか、山間部は山腹崩壊などにより集落が孤
立し町内は寸断されすることが危惧されている。そこ
で、基盤となる町道及び林道によるネットワーク路網の
整備を行い、災害時に住民の避難路の確保と孤立化
の防止を図るとともに、豪雨災害による山腹崩壊を防
止するための森林整備を促進する。

134 徳島県 吉野川市 吉野川市定住・環流・移住促進プロジェクト 吉野川市の全域

本市において、出生率を向上させ、自然動態における
人口減少の抑制を図るためにも、本市の移住・定住に
関する住宅支援に関して、４０歳未満の若者の世帯を
対象とするなど、子育て世代の移住・定住を促進させ
るとともに、子育て支援の更なる充実を図り、経済的不
安の解消に努めることにより、安心して子どもを生み育
てることができるまちづくりを促進させる。

135 香川県 香川県 「栗林公園」魅力再興計画 香川県の全域

人口減少社会に適応し、地域の元気を創るため、本県
独自の地域資源であり、県内有数の観光地である栗
林公園の魅力をより一層高め、国内外に情報発信し、
外国人観光客が増えている現状を踏まえ、外国人観
光客の受入環境整備にも対応することで、国内外から
の観光客に楽しんでいただくとともに、来園いただいた
方々の満足度を向上することで、再訪意欲の促進を図
り、交流人口の拡大を推進するものである。
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136 香川県 高松市 こども未来館わくわく体験事業 高松市の全域

本事業は、こども未来館において、子どもを中心とした
幅広い世代の人々の交流、子育てに係る支援並びに
学習及び体験活動の場を提供し、子どもの夢や想像
力を育むとともに、健やかな成長に資するものであり、
子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実を図り、子ど
もを生み育てやすいまちを創ることにより、出生率の向
上を目指し、人口減少に歯止めをかけることを目的と
する。

137 香川県 高松市 高松産ごじまん品６次産業化等支援事業 高松市の全域

　本事業は、本市農業の６次産業化や農商工連携を
促進し、農産物の高付加価値化とブランド化を図るた
め、高松産ごじまん品の「新たな加工品やサービスの
開発」に対して補助金を交付し、農業者等のチャレンジ
の実現をサポートするものであり、地域を支える産業
の振興と経済の活性化を図り、創造性豊かで人間中
心のまちを創ることにより、人口減少に歯止めをかける
ことを目的とする。

138 香川県 高松市 サンポート高松トライアスロン大会開催事業 高松市の全域

本事業は、現在開催しているサンポート高松トライアス
ロン大会（一般参加）と合わせて、平成２９年度から世
界トップアスリートだけが参加するエリート部門を開催
するものであり、トップレベルのスポーツを間近に観戦
する機会を提供し、さらなる市民のスポーツに対する
関心や興味を高め、スポーツに参加（する・見る・支え
る）する動機付けに繋げ、スポーツの振興を図るほか、
多くの外国人選手、外国人観光客の受け入れ、交流
人口の拡大を図り、創造性豊かで人間中心のまちを創
ることにより、人口減少を抑制することを目的とする。

139 愛媛県 愛媛県 とべ動物園魅力向上プロジェクト 愛媛県の全域

愛媛県では戦後一貫して人口の社会減が続いており、
県外からの人材還流と、県外への人口流出抑制への
取組みが急務となっている。そこで、主要産業の一つ
である観光振興によって、知名度向上及び県外からの
誘客と、そこからの移住・定住への誘導を推進するた
め、本県有数の観光資源である県立とべ動物園の魅
力向上を目指し、看板動物の購入、動物の特性に応じ
た獣舎整備や来園者目線の施設整備、攻めの姿勢に
立ったＰＲ活動や話題性のあるイベント開催等、専門
家や民間の知見を取り入れながらハード、ソフト両面
から各種取組みを実施する。

140 愛媛県 西予市
大地の子～せいよジオエンジェルプロジェクト
～

西予市の全域

　人口減少が進行する中、特に若い世代にとって魅力
ある市独自の子育て支援の整備が必要になっている。
また、長期的に考えれば郷土愛の醸成といった幼い頃
からふるさとを想い実感できる子育て環境を整備する
ことが求められている。そこで、本計画では若い世代が
「西予市で子育てをしたい」という思いを抱くための
「きっかけ」として、子育て世代への経済的支援や、市
産材を積極的に活用した事業によりイメージアップを図
り、本市への転入者数と出生数の増加を目指すことと
する。

141 高知県
高知県及び高知県吾川郡
仁淀川町

ひとりひとりが輝き誇りが持てるあたたかいま
ちづくり計画

高知県吾川郡仁淀川町の全域

　仁淀川町は面積の約９０％が森林の中山間地域であ
る。近年、過疎･高齢化が著しく進行し、木材価格の低
迷等により森林の荒廃や耕作放棄地が増加している。
また長引く景気の低迷による財源不足のため、町・林
道等の基盤整備が立ち遅れている。
　このような状況の中、一体性・利便性の高い道路網
の整備を進め、効率的な森林施業を行い林業の振興
を図る。また、効率的な道路網の整備により地域の豊
富な観光資源を活かした交流人口の増加を図ることに
より地域の活性化を図る。
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142 高知県 室戸市 「室戸のたからっ子」子育て応援プロジェクト 室戸市の全域

室戸市は、高知県の東南端に位置し、年間を通して温
暖な気候に恵まれており、豊かな自然との共生を図り
ながら、漁業や農業などを中心に地域経済が発展して
まいりました。しかし、漁業の低迷や若者層を中心とし
た人口流出などを背景に人口減少と少子高齢化が急
速に進んでおります。特に少子化は著しく、Ｈ17年には
1,759人であった0～14歳人口は、Ｈ27年には、1,024人
と激減しています。室戸のたからである子供達を市全
体で育てていくため、妊娠期から子育て期まで切れ目
なく支援を行い、ストップ少子化戦略を図る。

143 高知県 高知県高岡郡津野町 地域の資源や特性を生かした観光振興事業 高知県高岡郡津野町の全域

本町では、人口減少と少子高齢化の影響によって、地
域経済が縮小して、若者の町外流出や地域の衰退が
進み、これらの課題を克服するため、様々な角度から
の取組を進めている。中でも、観光振興を重点的に取
り組んでおり、平成２９年３月から、高知県で歴史を中
心とした博覧会「志国高知　幕末維新博」が開催される
ことから、地域会場である吉村虎太郎邸、片岡直輝直
温兄弟の生家跡や津野町郷土資料館を中心に、歴史
資源の磨き上げと、地域資源を活用した誘客を図り、
認知度向上、観光産業の活性化、移住・定住に繋がる
観光戦略を展開する。

144 高知県 高知県幡多郡三原村 三原村で暮らそうプロジェクト 高知県幡多郡三原村の全域

　高知県の西部に位置する三原村は、人口が長期に
わたり大幅に減少しており、また高齢化も進行してい
る。このことから、農業等の産業の振興により安定した
雇用を創出するとともに、移住や定住促進に向け、生
活環境整備の必要性が非常に高くなっている。このた
め住みよい三原村を目指し、汚水処理施設を一体的
に整備することにより、農業用水の水質保全を図るとと
もに、快適な生活環境を確保し、移住・定住及び新規
就農の促進を図る。

145 福岡県 福岡県
「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群を核と
した地域活性化プロジェクト

福岡県の全域

平成29年7月の「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群
の世界遺産登録を地域振興・活性化を図る絶好の機
会と捉え、パネル展や1日周遊イベントの開催等によ
り、来訪者に対し、遺産群の価値や保全の重要性につ
いて正しく理解促進を図るとともに、県外でのシンポジ
ウム開催等により、遺産群の価値や魅力を発信し、遺
産群及び周辺地域への来訪を促し、遺産群を核とした
地域経済の活性化を図り、地域再生の実現を目指す。

146 福岡県 福岡県 ジュニアアスリート育成強化事業 福岡県の全域

本県に在住しながらトップレベルを目指して活動する優
秀なジュニアアスリートに対し、より良い練習環境を提
供することで、本県ゆかりのアスリートがオリンピックを
はじめとした世界の舞台で活躍し、後に続くジュニアア
スリートに夢や希望を与えるとともに、県民の「する・み
る・支える」といったスポーツ活動を豊かにし、地域の
活性化へつなげることを目指す。

147 福岡県 大野城市 大野城市に来る・住む・集う推進プロジェクト 大野城市の全域

平成30年夏に開館を予定している「大野城心のふるさ
と館」に関する事業を核として、大野城市に新たな集客
と交流の拠点を構築し、市外から多くの人を呼込み、
ひいては移住定住の促進に繋げていくものである。
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148 福岡県 うきは市 地域コミュニティ活性化支援事業 うきは市の全域

地域のコミュニティ組織である、市内11の「自治協議
会」における各種事業を活発化させ、うきは市における
地域の経済的な基盤を形成し、移住・定住の促進を図
ることを目的とするものである。このため、各自治協議
会に対して、資金面での活動支援を行う。

149 福岡県 福岡県三井郡大刀洗町 「ＴＡＣＨＩ Ａ ＬＩＦＥ」推進プロジェクト 福岡県三井郡大刀洗町の全域

大刀洗町で生活すること（タチアライフ）の魅力を、新し
く移住してくる方に強くアピールしていくとともに、居住
された（している）方が、町で充実した生活をおくるため
に必要な居住・雇用・生活環境・地域コミュニティ施策
を一体的に実施し、移住・定住の促進を図り人口減少
に歯止めをかけていく。

150 佐賀県 佐賀県
九州佐賀国際空港を核とした交流人口拡大プ
ロジェクト

佐賀県の全域

　九州佐賀国際空港の「九州におけるゲートウェイ空
港」としての発展をめざして、新たな路線の誘致や既に
就航している路線の増便に取り組むとともに、その受
け皿となるターミナルビルや駐機場を拡張する。また、
佐賀県や空港の広報活動やアクセス対策などの利用
促進策に積極的に取り組むことで、国内外からの観光
客の増加など交流人口の拡大を図り、地域の活性化
につなげていく。

151 佐賀県
佐賀県及び佐賀県三養基
郡基山町

基山町の発展に向けた交通ネットワークの整
備

佐賀県三養基郡基山町の全域

　基山町は、九州自動車道が縦断し、高速バス停を有
する基山ＰＡ、国道３号など幹線道路が整備されてお
り、福岡都市圏からのアクセスは容易である。しかし、
幹線町道網が脆弱であり、森林の多面的機能の荒廃
や災害時の集落孤立の危惧不安もある。そこで、町の
基幹道路や林道の道路拡幅等を行うことにより、効率
的な道路網を構築する。それによって、地域の豊富な
観光資源がネットワーク化され商工業の発展を推進す
るとともに、林業の振興を図っていく。また、住民の利
便性の向上や災害時の孤立への不安を解消する。

152 佐賀県 佐賀市 東よか干潟ワイズユース推進プロジェクト 佐賀市の全域

ラムサール条約湿地に登録された東よか干潟の保全
とワイズユース（賢明な利用）を推進するとともに、現地
に観光をはじめ様々な主体の交流・学習・保全活動等
の拠点となる施設を整備し、年間を通じた安定的な集
客につなげることにより、交流人口の増加及び地域の
活性化を図る。

153 佐賀県 佐賀県三養基郡基山町 基山ダブルジビエ活用プロジェクト 佐賀県三養基郡基山町の全域

基山町では農家の高齢化と後継者不足に伴い、耕作
放棄地の拡大防止対策や鳥獣による農作物の被害対
策が喫緊の課題となっている。既に実施している耕作
放棄地解消のためのエミューの飼育や農作物被害対
策のためのイノシシの捕獲等の取組みの先に、それら
の肉等を「ダブルジビエ」として利活用する連携体制を
構築する。駆除・飼育からと畜・捕殺の後、食肉処理を
経て、一般消費者・観光客へ精肉の提供を行い、また
町内飲食店等と連携した新しいメニューの開発など地
域産業振興と観光振興による広範な地域活性化を目
指す。
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154 佐賀県 佐賀県三養基郡基山町 基山町合宿所整備プロジェクト 佐賀県三養基郡基山町の全域

基山町のアクセスの良さを活かし、町内の体育施設及
び文化施設では、地域住民のスポーツ振興や健康増
進の取組みはもとより、様々なスポーツ種目の九州大
会等が開催されるなど広域的な利用が進んでいる。一
方で基山町を通過点から交流拠点にすることを目指し
て、訪れた参加者等が町内に滞在し、地元文化に触
れ、交流し、地元の食を味わうなど、町の良さを満喫し
てもらうため、町内に宿泊機能を備えた合宿所を整備
し、まちのスポーツ振興とともに町民総意のおもてなし
体制の構築やまちの活性化を図る。

155 佐賀県 佐賀県三養基郡基山町 きやまＲＥＳＡＳデジタルアカデミー事業 佐賀県三養基郡基山町の全域

基山町では平成28年４月に基山町立図書館を新設し、
多世代が集うアカデミックサロンとして活用し、地域情
報拠点かつ交流拠点としての機能の充実を目指して
いる。地方創生実現に向けて提供されるＲＥＳＡＳ（地
域経済分析システム）にて、ビックデータを活用した情
報の収集と地域課題を分析、解決のための方策を町
民が提案する機会を創出し、地域住民のスキルの向
上を図る。またＩＴ活用人材育成を促進するなど、創業
者支援、地域経済の活性化を見据えた魅力ある町とし
て、若者の定住促進を図るとともに移住者の定住促進
を目指す。

156 佐賀県 佐賀県三養基郡基山町 基山草スキー再生プロジェクト 佐賀県三養基郡基山町の全域

基山町には、古代史に書かれた日本最古の朝鮮式山
城「基肄城」を有する基山（きざん）があり、基山町史に
は、九州随一のローンスキー場と記されている。しか
し、歴史と観光名所として知られた基山・基肄城・基山
草スキー場も近年では訪れる人が激減しており、折角
の資源が有効に生かされていない状況である。昨年の
基肄城築造1350年事業の一環として行った「草守基肄
（くさすきい）大会」では、昔を知る人から懐かしさととも
に再興を求める声が多かった。そこで、「草守基肄世界
大会」を開催を通じ草スキーの再興を図る。

157 長崎県 長崎市 世界新三大夜景の魅力向上プロジェクト 長崎市の全域

本事業は、地方創生推進交付金事業である「『交流の
産業化』による長崎創生」によるソフト面の取組みと一
体的に実施するハード面の世界新三大夜景の魅力向
上事業であり、両事業の実施により、観光のまち長崎
の魅力を最大限高め、観光業に従事する人材を育成
するとともに、観光客の満足度を高め、さらなる国内外
からの観光客の増加を促進させる。また、観光客の増
加により、市内観光産業の活性化や雇用機会の創出
につなげ、人口減少に歯止めをかけ、地域の活性化を
図る。

158 熊本県 水俣市 「若い力にかがやく未来を」プロジェクト 水俣市の全域

既存の枠組みにとらわれない若い世代をターゲットに、
大学や研究者、地域企業に加え、別途水俣市が進め
るベンチャー企業の誘致・支援事業において誘致した
企業等と、熊本県立水俣高校との連携を推進し、人材
育成プログラムの開発及び実施等を行うことで、水俣
ならではの特色ある教育環境の提供による学校の魅
力向上のみならず、将来この地で起業を行うことので
きる人材を育成し、地元の雇用・起業を創出する。さら
に交流人口の増加、人材循環の促進によって地域の
魅力を発信することで、移住・定住者の増加にもつな
げる。

159 熊本県 熊本県阿蘇郡小国町 小国杉をもっとずっと使って計画 熊本県阿蘇郡小国町の全域

森林の計画的・長期的管理を行い、小国杉の需要拡
大を図ることにより、安定的な林業経営を進めることに
よって地域経済の活性化と、併せてＣＯ２の削減も進
めていく。
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160 大分県 大分県 「おおいターン」応援プロジェクト 大分県の全域
県内企業に就職したクリエイティブな若者の奨学金返
還支援を実施することにより、若者の県内定着と地域
経済の活性化を図る。

161 大分県 大分市 大分市営駄原総合運動公園整備事業 大分市の全域

大分地区は戸建住宅やマンション、文化施設、体育施
設等様々な建物が立ち並び、賑わいや地域の活力を
生み出す中心的な場所となっており、２０１９年に開催
予定のラグビーワールドカップ２０１９を絶好の機会と
捉え、施設整備を通じてさらなる賑わいの創出を図っ
ていく。また、ラグビーワールドカップ開催後は、各種イ
ベント等を開催するなか、交流人口の増加を図っていく
ことを目的とするものである。

162 宮崎県 宮崎県 みやざき産業人財確保支援事業 宮崎県の全域
宮崎県内に就職した大学生等の高等教育機関在学時
に貸与を受けた奨学金の返還を支援することで、本県
産業の将来を担う人財の県内就職と定着を促進する。

163 宮崎県 宮崎県東諸県郡国富町
国富町「自然と共生する安全で快適な暮らし
を実感するまちづくり」計画

宮崎県東諸県郡国富町の全域

　豊かな山と川そして田畑に囲まれた国富町は、生活
の中の多くをそれらに依存し恩恵を受けている。しか
し、近年の生活様式の変化に伴い未処理の生活雑排
水が河川に流入し、水質の悪化を招き、地域の魅力低
下が懸念される状況である。そこで町は、町の魅力を
活かした移住・定住対策等を推進するため、社会基盤
整備の質の向上を目指し、本交付金の活用による汚
水処理施設の整備を通じて水質保全に努める。そし
て、快適な暮らしの確保と持続可能な環境保全の推進
を図り、豊かな自然環境との共生を目指す。

164 宮崎県 宮崎県児湯郡木城町
木城えほんの郷を活かした子育て世代の移
住促進プロジェクト

宮崎県児湯郡木城町の全域

 木城えほんの郷を実施主体とし、えほんの読み聞か
せ、絵画・写真展、自然を活かした各種ワークショップ
を県内外に広くPRし、参加定数を拡大することで子育
て世代の交流人口を増やす。また、新たに保育園での
読み聞かせを実施するなどこれら一連の取組みを学
校教育・子育て支援に連携させ子育て環境の整備を
図ることで「木城町＝子育て」のブランドイメージを創出
し、子育て世代を転入超過とすることで人口増につな
げることを目的とするもの。

165 鹿児島県 鹿児島県 かごしまの未来を担う人材育成プロジェクト 鹿児島県の全域

　鹿児島県は、若年層の人口流出が常態化しており、
県外へ大学進学後、そのまま就職し、優秀な若者が県
外へ流出しており、鹿児島県人口の社会減少を拡大さ
せ、県内産業活性化の阻害要因となっている。
　本事業は、県内外を問わず大学等に進学した者が、
大学等卒業後に鹿児島県内に居住し、本県の発展に
寄与する産業分野に就業することを条件に若者の奨
学金返還を支援する事業である。
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166 鹿児島県 鹿児島県 奄美世界自然遺産プロジェクト
奄美市並びに鹿児島県大島郡大和村、宇検村、
瀬戸内町、龍郷町、喜界町、徳之島町、天城町、
伊仙町、和泊町、知名町及び与論町の全域

　世界自然遺産登録とその後の管理・運営に必要な取
組の具体化、遺産登録を契機とした地域活性化に向
けた取組を行うことにより、世界自然遺産の価値の保
全や適正利用を図り、もって地域の交流人口の増加、
さらには、奄美群島の再生・創生につなげることを目標
とする。

167 鹿児島県 鹿児島県 明治維新１５０周年関連プロジェクト推進計画 鹿児島県の全域

鹿児島をより元気にする大きなチャンスである明治維
新150周年に向けて、「①観光ＰＲ」、「②まちづくり」、
「③機運醸成」、「④人材育成」のための大々的なイベ
ントや各種プロモーションなど様々な取組を、観光業界
等とも連携したオール鹿児島の体制で戦略的に進め、
鹿児島の観光を飛躍的に伸ばすなど、鹿児島の活性
化を目指す。

168 鹿児島県 日置市 健やかにはぐくむひおきっ子支援事業 日置市の全域

  子どもを欲しいと願う夫婦への不妊治療費のサポー
ト、出産後の心身のケアや子育て指導を支えるサポー
ト、育児のスターターキットが詰まったマタニティボック
スひおきコウノトリ便の配布、インターネットを利用して
子育て情報の取得や各種申請ができる子育てワンス
トップサービスの構築等、妊娠・出産を経て子育て期に
至るまでの切れ目のない支援強化により、子育て世代
の人々が住んでみたい、住み続けたいと思える市の形
成を図り、子育て世代の転出抑制、転入増加を目的と
する。

169 鹿児島県 南さつま市 南さつま飛びたて高校生プロジェクト 南さつま市の全域

それぞれ特徴的な歴史・実績を有する本市内の３つの
高校に対し、教育環境充実、スポーツ活動、文化的活
動等の分野において、新たな独自色を打ち出す事業
や自らの強みを増すような事業などの自らが立案した
独自の提案に対して、市として審査の上で財政的支援
を行うことにより、各学校が、今後も独自の魅力を維
持・発展させながら活躍できる環境を整備し、南さつま
市３高校の定員充足率の向上を図る。

170 鹿児島県 鹿児島県肝属郡肝付町
スペースサイエンスタウンの実現に向けた地
域再生プロジェクト

鹿児島県肝属郡肝付町の全域

2005年M-Vロケット廃止以降、下降気味となっていた
町の活気を、2010年の「はやぶさ」帰還、2013年と
2016年のイプシロンロケット打ち上げを契機に盛り返し
ていくために、宇宙事業に取り組む民間企業への働き
かけを町全体が一丸となって取組みを進めていくことを
目的とし、以下の事業に取り組む。
・大学・民間の宇宙開発支援事業
・サテライトオフィス、サテライトキャンパスの設置
・宇宙に関連する産・官・学の技術交流会の開催

171 鹿児島県 鹿児島県大島郡大和村
自治体による民間法人「大和村まほろば地域
総合商社」設立運営プロジェクト

鹿児島県大島郡大和村の全域

自治体自らが就業機会を創出するため法人を設立・運
営し，その主な業務を農林水産業，その中でも特に本
村の基幹産業である果樹農業を中心とした地域産業
等の振興を図るとともに単なる営利団体ではなく，地方
創生事業の理念である「人口減少対策」を見据えた「ま
ち・ひと・しごと」の好循環を創出するため，「人づくり」
「地域づくり」「仕事づくり」のテーマに即した業務を展
開することで，１法人の営利活動にとどまらない，地域
全体の活力向上を推進することを目的とする。
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別紙

172 鹿児島県 鹿児島県大島郡大和村
世界自然遺産登録を見据えた観光受入体制
構築プロジェクト

鹿児島県大島郡大和村の全域

国立公園化、世界自然遺産登録を見据えた観光客の
受入体制をソフト・ハードの両面からしっかりと整備す
ることにより地域経済の活性化を図ることで雇用を創
出し、人口減少に歯止めをかけることを目的とする。

173 鹿児島県
鹿児島県大島郡徳之島
町

コワーキングスペースを拠点とした離島発しご
と×学び×暮らしのカタチづくり計画

鹿児島県大島郡徳之島町の全域

集落内にあるコワーキングスペースという離島発のモ
デルを確立すべく、外海離島の条件不利性を克服でき
るICTを活用した仕事創出ができる人材育成と島の地
場農産物等のネット販売の仕組みを構築し、新しい仕
事と小さな経済の創出を目指す。併せて、世界自然遺
産登録候補地の自然環境を活かした「しごと×あそび」
という島ならではの「新しい働き方」を構築し、二地域
居住等の移住促進による人口減少の抑制を目的とす
る。
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